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⌐ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌2050 ↑√ ה ─ⱦ☺ꜛfi  
 

≤⇔≡ 2050 ⌐ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ ↑√ⱦ☺ꜛfi ╩ ⇔≡™╢⅛⁹ 

 

■ 業界として策定している 

〇2020年1月、「電機・電子業界 気候変動対応長期ビジョン」を策定・公開 
〇2022年 11月、政府方針や経団連の行動計画と整合するビジョンとして、また多様なステークホル

ダーからのバリューチェーン全体での脱炭素化を求める動きに対応するため、2020年に策定した長
期ビジョンの内容をリニューアルし、改定版を策定・公開 

 
Õ 改定の要点は以下の通り。 

（１）ビジョンの位置づけ／基本方針のスコープ 
業界の「めざす姿」、「取組むべき（挑戦する）活動」を明確にすると共に、今後、長期目標 ה

等を検討する企業に向けて、「道標（みちしるべ）」になりうるものとする。 
グローバル・バリューチェーン全体の温室効果ガス排出（Scope1,2,3）を対象にカーボン ה

ニュートラルをめざす。 
社会の各部門における脱炭素化への貢献（Avoided emissions）も、カーボンニュートラ ה

ルへの移行期における重要な取り組みとして位置づける。 
 （２）めざす姿への道筋 
 。目安 となる排出量削減の将来シナリオ や、Scope1,2,3各々の取組み内容を示す ה
 。カーボンニュートラル行動計画の2030 年度目標も包含する ה

 （３）技術開発マッピング 
 。政府のグリーン成長戦略や各社の技術開発動向を踏まえ、改定 ה
詳細なマッピングとロードマップについて、温暖化対策連絡会ポータルサイト等で公開 ה

（2023年5月）。 

 （４）取組みのガイダンス 

業界傘下の各企業向けに、ビジョンの解説や取組み内容（How to）、関連情報等を整理 ה

したガイダンスを策定（2023年5月）。 

【ビジョン（基本方針等）の概要】 

電機・電子業界「気候変動対応長期ビジョン」 2020年1月策定、2022年11月改定 

（和） 
https://www.denki-denshi.jp/vision.php 
https://www.denkidenshi.jp/down_pdf.php?f=vision_
20221130_rev3.pdf#zoom=100 

（英） 
https://www.denki-
denshi.jp/down_pdf.php?f=vision_202304_en.pdf
#zoom=100 
 

 

（将来像・目指す姿） 

（将来像・目指す姿を実現するための道筋やマイルストーン） 

ƴ基本方針 

本ビジョンは、電機・電子業界の「めざす姿」また「取組むべき（挑戦する）活動」として、さらに業

界の各社が長期の目標等を検討する際の「道標（みちしるべ）」として策定する。 

 

 

https://www.denki-denshi.jp/vision.php
https://www.denki-denshi.jp/down_pdf.php?f=vision_20221130_rev3.pdf#zoom=100
https://www.denki-denshi.jp/down_pdf.php?f=vision_20221130_rev3.pdf#zoom=100
https://www.denki-denshi.jp/down_pdf.php?f=vision_202304_en.pdf#zoom=100
https://www.denki-denshi.jp/down_pdf.php?f=vision_202304_en.pdf#zoom=100
https://www.denki-denshi.jp/down_pdf.php?f=vision_202304_en.pdf#zoom=100
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ƴめざす姿 

業界のバリューチェーン全体におけるGHGを俯瞰すると、Scope3がそのほとんどを占め、なか

でも「製品・サービスの使用」による排出量の割合が非常に大きくなっている。このことから、我々の

取組みとして、Scope1、2に該当する生産プロセスの低炭素化と併せて、とりわけ、製品・サービス

使用時の GHG排出抑制に注力していく。さらに、バリューチェーンを拡げて社会の各部門に対して

も、GHG排出削減に大きく貢献していく。 

具体的には、それぞれ次のような取組みに注力する。 

 

ה ─Ᵽꜞꜙכ▼♅כfi ⌐⅔↑╢ GHG ꜟⱣכ꜡◓⁸╩ ≢

─ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⌐2050 ╩╘↨∆⁹ 

⌐│⁸ ─ ╖╩ ⇔≡™ↄ⁹ 

ᵑ Scope1+2⌐≈™≡⁸ ◄Ⱡ ⅔╟┘ ◄Ⱡ ⌐╟∫≡⁸ ╩ ∆╢ 

ᵒ Scope3⌐≈™≡⁸Ᵽꜞꜙכ▼♅כfi⌐⅔↑╢☻♥כ◒ⱱꜟ♄כ≤─ / ≤

fi⌐╟╡⁸ꜛ◦כⱡⱬ▬ה ⌂ ╡ ─ ⌐ ╘╢ 

ᵓ ╩ ╘√ ₁⌂ ╩ ™≡⁸ ∫√ ─ ⌐ ╘╢ 

ᵔ ⌐ ⅎ⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ⌐ ⅝ↄ ∆╢ 
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ǒ電機・電子業界の事業活動とグローバルGHG排出量（CO2e） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さらに、カーボンニュートラルに向けては、上記の排出削減の他、残った排出量についての相殺や

移行（Transition）における社会の各部門の排出量削減に大きく貢献（Avoided emissions）してい

く。 
 
 

ừScope1+2─℮∟⁸ Scope2⅜ ╩ ╘≡™╢⁹ ∫≡⁸

⇔√ ─ ◄Ⱡ ╩ ╡⁸∕─ ≢ ⁸PPA─ ⁸

⌐╟╢ ◄Ⱡꜟ◑כ─ ⌂ ╩ ⇔≡™ↄ⁹╕√⁸ ╩ ℮

ⱪ꜡☿☻⌂≥⌐⅔↑╢ ─ ◄Ⱡꜟ◑⁸╙≡™≈⌐כ≢⅝╢ ╡

┼≤◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ∫≡™ↄ⁹ 

ừScope3─◌♥◗ꜞ11כ ─☻ⱦכ◘ה ⌐ ⇔≡│⁸ ⅝ ⅝ ⇔√

◄Ⱡ ╩ ∫≡™ↄ≤≤╙⌐⁸ ◄Ⱡ⌐≈⌂⅜╢ ─☻ⱦכ◘ה ⁸ ┼─

⌐╙ ╩ ╣≡™ↄ⁹ 

ừScope3─◌♥◗ꜞ1כ ─fiכ▼♅▬ꜝⱦ☻─◘ⱪכ◘ה ⌐ ⇔≡│⁸

⁸ ה ─ ╖╩◘ⱪꜝ▬♅▼כfi≢ ⇔≡ ⇔⁸ ─ ↕™

ה ─ ה ⌂≥⁸ ⌐╟╢ ╩ ⇔≡™ↄ⁹ 

ừ2050 ≢ ╢ ⌐ ⇔≡│⁸ ╛ ה ה ─ ₁⌂ ⁸

◒꜠☺♇♩ ⌂≥─ ⌐╟╡⁸ ∫√ ≤ ─CO2─ ⌐ ╘╢⁹ 

ừ ╛▬ⱡⱬכ◦ꜛfi─ ╩ ⇔⁸GHG ─ ≤ ⌐ ∆╢

⌂ ╩fiꜛ◦כꜙꜞ♁ⱦ☻⁸כ◘ה ┼ ⇔⁸ ─

≢─ ה ⌐ ⅝ↄ Avoided emissions⇔≡™ↄ⁹ 
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ƴ ה ╖ 

ה ─ ⅜ ∆╢ ⌂ ⁸ ╖╩⁸ ─ ─ ≢  

 
 

↓─ ⱦ☺ꜛfiה ≢ ™√ ╩╘↨∆═ↄ⁸ ⌂ ╡ ╖╩ ⁹ 

 

 

╕√⁸ ⱦ☺ꜛfi⌐ ⇔√ ≤⇔≡─ ╛ ⅎ ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌╩ ⌐

ↄ√╘─ ⁸↕╠⌐⁸ ╡ ╖─ ≤⌂╢ ╛ ⌂≥╩ ╘√₈ ה  

ⱦ☺ꜛfi ≤●▬♄fi☻ Ver1.0 2023 5 ₉╩ ⁹ 

 

ⱦ☺ꜛfi ה ─  ₩ ה ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ 

₩ (denki - denshi.jp)  

 

●▬♄fi☻≢│⁸ ⱦ☺ꜛfi─ ⌐ ⇔√ᵑ ᵔ─ ╡ ╖↔≤⌐⁸ 1 Scope1⁸ 2 Scope2⁸

3 Scope3 ◌♥◗ꜞ4 11⁸כ Scope3 ◌♥◗ꜞ1⁸כ 5 ┘⌐ 6 Avoided 

emissions  ≤⁸6≈─ ≢∕─ ⅎ ≤ ╡ ╖─ ⌂≥╩ ⇔≡⅔╡⁸ ⌂ ─ ╙

⇔≡™╢⁹ 

╕√⁸ ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌₈≡⇔≥ ─ ╛ⱦ☺ꜛfi╩ ⇔√ꜞ☻♩₉╛⁸

─ ≈ ╛ ⅜☻ⱦכ◘ה ─ ⌐≥─╟℮⌐ ∆╢⅛⁸⅔╟┘ ┼─ ⅜≥─

╟℮⌐ ↕╣≡™╢⅛ ╘√⁸₈GHG ה ⌐ ∆╢ ⱴ♇Ⱨfi◓₉╙ ⇔⁸ ∑≡

⇔≡™╢⁹ 

 

  

https://www.denki-denshi.jp/vision.php
https://www.denki-denshi.jp/vision.php


 

- 5 - 

 

ה ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌─ ⱨ▼כ☼и 

 計画の内容 

１ ． 国 内 の

事業活動に

お け る

2030年 の

目標等 

目標・ 

行動計画 

ủ◖Ⱶ♇♩ ⌐⅔↑╢ ◄Ⱡ  

◄Ⱡꜟ◑כ  1% ⌐ ╡ ╗⁹ 

─ √⌐2020╩ ≤⇔≡⁸2030⌐9.56% 

 

ủ♅ꜗ꜠fi☺ ⌐⅔↑╢CO2 ┼─  

⌐ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⅜ ⅛℮ ≢⁸ ─ ≤⇔≡

↑⁹ 

2030ה ─♅ꜗ꜠fi☺ 2013 ≢⁸46% ─ ⌐ ∆

╢⁹ 

設定の根

拠 

≤∆╢ ה  

ủ ♪כ◖ ⌐271,28,29,30⌐ ╩ ∆╢

 

 ( ה ה ה )⁸

⁸ ⁸ ┘ ⁸ ⁸ ה

─ ┘ ⁸ ┘ ⁸ ⁸

Ᵽ▬☻⁸♦ה ה ⁸  

 

ủ◖Ⱶ♇♩ ⌐⅔↑╢ ◄Ⱡ  

◄Ⱡꜟ◑כ  1% ⌐ ╡ ╗⁹ 

─ √⌐2020╩ ≤⇔≡⁸2030⌐9.56% 

─  

ü │ ─ ⅜ ⌐╦√╢↓≤⅛╠⁸ ◄Ⱡ ⌐ ⇔√

◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ⇔⁸ ≤⇔≡⁸∕

─ ⌐ ╡ ╗ ⱨ▼כ☼з⅛╠ ∆╢◖Ⱶ♇♩ ≤⇔≡⁸

PDCA╩ ⁹ 

ü ⱨ▼כ☼з 2020 2012 7.73% │⁸

╩ ╢ ╩ ⁹↓─ ⁸ ─ ╙ ⅜№╢↓≤╩ ╕

ⅎ⁸ⱨ▼כ☼и 2030 │⁸ ╘≡2020─ ╩ √⌂

≤⇔≡⁸ ⅛╠ ⌐ 1% ⌐ ╡ ╗⁹ 

╡ ╖  

 Ẽ ⌂ ◄Ⱡ ─  

ü ─ 1% ⌐ ↑≡⁸ ─ →

≤ ⇔√☿Ⱶ♫הכ ⁸  ╩

⁹ 

 ẼBAT ─  

ü ◄Ⱡ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ╢

│ ⌐№╢⅜⁸IoT/AI ⌐╟╢ ⱪ꜡☿☻ ╛◄Ⱡꜟ

─♩ⱴⱠ☺ⱷfiכ◑ ⁸ ─ ╩ ⅛⇔√BAT ╩

⁹ 

 Ẽ ⌂ ◄Ⱡ RE  

ü ─RE ⁸ ╛ ─ ╩ ⁹ 

 

ủ♅ꜗ꜠fi☺ ⌐⅔↑╢CO2 ┼─  

─  

ü ⅜◌כⱲfi♬ꜙכ♩ꜝꜟ⌐ ⅛℮ ≢⁸ ─ ה ─

≤⇔≡ ↑╢⁹ ⌐ ∆ ₁⌂ ⌐╟╢ ⌐ ⅎ⁸

─ ◄Ⱡה ⌂ ◄Ⱡ ─ ╡ ╖╩ ╘╢↓≤≢⁸
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2030⌐ ↑≡ ─◄Ⱡꜟ◑כ CO2 2013

≢⁸2030⌐46% ─ ⌐ ⇔≡™ↄ⁹ 

 

 Ẽ ─ ╖ 

ü ₈ ─ ⌐ ∆╢ 3 1 ₉ GDP

☻כ◔ ╩  

 Ẽ ─  

ü ₈ 6 ◄Ⱡꜟ◑כ ₉⌐⅔↑╢

6 ─ ┘⌐ ─  

 Ẽ ◄Ⱡ  

ü ◓ꜞכfi ╩ ⅎ╢♦☺♃ꜟ ─ ╩ ℮ fiכꜞ◓⁸

─ ≤⇔≡⁸ ◄Ⱡ─ ה♩☻◖ ─ ≤⌂╢

─ ╛ ─ ╩ ⇔∆╢ ╩ ┼╙

 

 Ẽ ─ ⁸ ─ ⌐ ∂≡⁸ ⁸ ╛ ╡ ╖

╙ ⇔⌂⅜╠♅ꜗ꜠fi☺ 

２．主体間連携の強化 

（低炭素・脱炭素の製品・

サービスの普及や従業

員に対する啓発等を通じ

た取組みの内容、2030

年時点の削減ポテンシャ

ル） 

ủ ☻ⱦכ◘ה fiꜛ◦כꜙꜞ♁ ⌐╟╢  

Ᵽꜞꜙכ▼♅כfi╩ ⌐⁸ ☻ⱦכ◘ה fiꜛ◦כꜙꜞ♁ ⌐╟╢

─ ה ⌐ ─  

ü ─ꜞ♬ꜙכ▪ꜟ הכꜞ◗♥◌ ─

≤ ─ ה ─ ─  

ü ⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⌐ ╢ √⌂ ה

╩ IEC/TC111/WG17, 2024 

ü J◒꜠☺♇♩⁸ ◒꜠☺♇♩ ╩ ∂√ ─  

 

３．国際貢献の推進 

（省エネ技術・脱炭素技

術の海外普及等を通じた

2030年時点の取組み内

容、海外での削減ポテン

シャル） 

４ ．2050年 カ ー ボ ン

ニュートラルに向けた

革新的技術の開発 

（含 トランジション技術） 

ủ◓ꜞכfi ┼─ ꜟ♃☺♦×fiכꜞ◓ ◄Ⱡꜟ◑הכ ▬fiⱨꜝ

fiכꜞ◓─ ─fiꜛ◦כꜙꜞ♁ꜟ♃☺♦×  

 

◄Ⱡꜟ◑הכ ▬fiⱨꜝ─ ⁸ ה ⌐ ∆╢

  

 

⁸ Ɽ꞉כ ☻▬Ᵽ♦ה ─   

fiꜛ◦כꜙꜞ♁ꜟ♃☺♦  

ה ─fiꜛ◦כꜙꜞ♁   

ü ₈♅ꜗ꜠fi☺♀꜡₉ ≤─ ⁸ fiכꜞ◓ה

┼─ ⁸ ה  

∕─ ─  ה

 

ủⱳכ♃ꜟ◘▬♩ ⌐╟╢ ─  

ü ○fiꜝ▬fi⁸ⱳכ♃ꜟ◘▬♩ ╩ ⇔√  

ừⱳכ♃ꜟ◘▬♩ ⁸ꜟ▪כꜙ♬ꜞ  

https://www.denki-denshi.jp/ 

https://www.denki-denshi.jp/en/ 

ü ה ≤─ ⌐╟╢ ♄ꜟⱱ◒כ♥☻⁸

─┼כ  

https://www.denki-denshi.jp/
https://www.denki-denshi.jp/en/
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ⱨ◊꜡כ▪♇ⱪ╩ ╕ⅎ√  
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ה ⌐⅔↑╢ ─ ╖ 

 

2023年11月30日 

電機・電子温暖化対策連絡会 

I. ה ─  

 ⌂  

♪כ◖ ⌐271⁸28⁸29⁸30⌐  

╩ ∆╢ ⁹ 

( ה ה ה )⁸ ⁸ ⁸

┘ ⁸ ⁸ ה ─ ┘ ⁸ ┘ ⁸

⁸ ⁸ Ᵽ▬☻⁸♦ה ה ⁸  

 

 ⌐ ╘╢◌Ᵽכ  

ה ☿fi◘☻⁸ ה ⁸ 

◄Ⱡꜟ◑כ כ◑ꜟⱠ◄ה ╣╙⁸ 24  

* │⁸ ⅛╠⁸ ⌐ ≢ ⇔≡™╢ ╩ ™√ ⁹  

 

 

₈ ●☻ ה  ה ₉⌐ ≠ↄ◄Ⱡꜟ◑כ CO2

─ 2019 ╟╡⁸ ה 4 ─ 805

t-CO2─ ⁸ │715t-CO2≢89 ⁹ ─ ⌐ ⇔≡│⁸

─ ╩◌Ᵽ⁹╢™≡⇔כ 

 

 ≡™≈⌐♃כ♦ 

ₒ♦כ♃─ ╖ →╕√│ ⌂≥ ₓ 

▪fi◔כ♩⌐╟╢ ╖ →⁹ 

⅜ ≤⇔≡ ™≡™╢◄Ⱡꜟ◑כ │⁸ ◄Ⱡ ⌐ ⇔√ ה ה

√╡─◄Ⱡꜟ◑כ ≤∆╢⁹╕√⁸ ≢№╢ ≢─◄Ⱡꜟ◑כ

│⁸ ─◄Ⱡꜟ◑כ ╩⁸◄Ⱡꜟ◑כ ─ ⌐╟∫≡ ⇔ ∆

╢⁹  

 

ₒ ╩ ∆ ─ ⁸∕╣╩ ∆╢ ₓ 

─ │⁸ ◄Ⱡ ⌐ ⇔√ ─ ≢№╡⁸ ─ │ ⇔⌂™⁹ 

─  ─  
ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌  

 

 715  
 

 
498 * 

 
 

ⱪ/305כꜟ◓83  
61%  

 31.2  
 
 

- 
 
 

24.9  
79   

◄Ⱡꜟ◑כ
 

8,885 kl 
 

◄Ⱡꜟ◑כ 
 

- 
 

◄Ⱡꜟ◑כ  
6,801 kl 

77   
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⌂⅔⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐ ≡⇔≥♃כ♦╢∆ ╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹

╕√⁸ │⁸↓─ ╩ ≤⇔√╙─≢⁸ ─ ≤│ ⌂╢ ≤⌂╢⁹ 

 

ₒ Ᵽ►fi♄ꜞכ─ ₓ 

□ バウンダリーの調整は行っていない 

■ バウンダリーの調整を実施している 

＜バウンダリーの調整の実施状況＞ 

ה ¶ ─ ⌐≈™≡⁸ ꜟכꜟ ⌐≡⁸ ┼─ ≤

⅜⌂™╟℮ ⇔≡™╢⁹ 

 

ₒ∕─ ₓ 

ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌─ │⁸ ─ ─ ≢│⌂ↄ⁸ ≥ⱶכ◐☻⌂√

⇔≡ ⇔≡™╢⁹↓─√╘⁸ ╩ ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⁸│♃כ♦╢∆≥ ─

─ 2012 ─ ─╖⅜ ∆╢⁹ 

 

 



 

- 10 - 

 

 

⌐ ╘╢◌Ᵽכ  

ה ☿fi◘☻⁸ ה ⁸ 

◄Ⱡꜟ◑כ כ◑ꜟⱠ◄ה ╣╙⁸ 24  

* │⁸ ⅛╠⁸ ⌐ ≢ ⇔≡™╢ ╩ ™√ ⁹  

 

ה .1  

ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ (01 ꜞ☻♩ 

 

Ẽ ◄◒☿ꜟ◦כ♩ₒ ₓ ⁹ 

ẽ  

 

02) ─ ┘  

 

ẽ ◄◒☿ꜟ◦כ♩ₒ ₓ ⁹ 

Ẽ  

─  

─ │⁸ ≤⌂∫≡⁸ ─ ╩ ∆↓≤≤⇔≡™╢⁹ 

↓─√╘⁸ ─ ┘ ≢│⌂ↄ⁸ ≢ ╩ ℮⁹ 

 

2. ◌Ᵽכ ─  

01) ◌Ᵽכ ─ ⇔ 

 

 

 

2012  

 

Ⱳfiכ◌

ꜟꜝ♩כꜙ♬

ⱨ▼כ☼з

 

2013  

Ⱳfiכ◌

ꜟꜝ♩כꜙ♬

ⱨ▼כ☼и

 

2020  

2022  

 

2030  

⇔ 

 

 
- 51% 60% 61% - 

 

 
- 61% 65% 79% 78% 

─  ─  
ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌  

 

 715  
 

 
498 * 

 
 

ⱪ/305כꜟ◓83  
61%  

 31.2  
 
 

- 
 
 

24.9  
79   

◄Ⱡꜟ◑כ
 

8,885 kl 
 

◄Ⱡꜟ◑כ 
 

- 
 

◄Ⱡꜟ◑כ  
6,801 kl 

77   
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◄Ⱡꜟ◑כ  

 
97% 63% 71% 77% - 

ₒ ₓ 

⌐ ≠ↄ 

◄Ⱡꜟ◑כ CO2  

 

- - 79% 89% 90% 

◌Ᵽכ ─ ⇔─  

⁸2030│ ה ⌐⅔™≡⁸ 19972012 ─◌Ᵽכ ≤⌂╢↓≤╩

⇔≡™╢⁹ 

⁸│ ה ─ⱪכꜟ◓ ⌐╟╢ ⁸ ⅎ≡ ⱪכꜟ◓╛ ─ ⌐

╟╢ ─ ⅜№╡⁸ ─ⱪכꜟ◓2│≡⇔≥ ⁸12 ─ ≤⌂∫√⁹ 

ⱪכꜟ◓ │ ⇔√╙── 85Ÿ 83⁸ │ ⇔⁸

─◌Ᵽכ ╙ ⇔≡™╢⁹ 

─ ה │⁸ ⌐ ╙ ╪≢™╢√╘⁸╟╡ ⌐ ∫√ ≤⇔≡⁸

⌐ ≠ↄ◄Ⱡꜟ◑כ CO2 ─◌Ᵽכ ╩ ⇔≡™

╢⁹ 

≡⇔≥ ה ⇔√ ⌐ ≠ↄ◄Ⱡꜟ◑כ CO2 ─◌

Ᵽכ │ 89 ≢№╢√╘ ─ 805 t-CO2─℮∟⁸ │

715 t-CO2⁸ ─ ⌐ ⇔≡│⁸ ─ ╩◌Ᵽכ⇔≡™╢≤

ⅎ≡⅔╡⁸ ╙⁸↓╣╩ ⇔≡™ↄ⁹ 

 

02) ◌Ᵽכ ─ ⌂  

 

   

2022  
┘⅛↑ ≢─ ⁸ⱳ⁸♩▬◘ꜟ♃כ

≢─ ┘⅛↑  
 

 
─ ⁸ ⱳכ♃ꜟ◘▬♩─ ⁸

●▬♄fi☻─ ⌐╟╢ / ▪Ⱨכꜟ  
 

 

○fiꜝ▬fi╩ ⇔√ ▬ⱬfi♩ ◄Ⱡה

◄Ⱡ ╡ ╖⌐ ╢ⱡ►Ɫ► ⁸ ה

⁸ ─ ─  

 

2023  
┘⅛↑ ≢─ ⁸ⱳ⁸♩▬◘ꜟ♃כ

≢─ ┘⅛↑  
 

 
─ ⁸ ⱳכ♃ꜟ◘▬♩─ ⁸

●▬♄fi☻─ ⌐╟╢ / ▪Ⱨכꜟ  
 

 

○fiꜝ▬fi╩ ⇔√ ▬ⱬfi♩ ◄Ⱡה

◄Ⱡ ╡ ╖⌐ ╢ⱡ►Ɫ► ⁸ ⱦ

☺ꜛfi●▬♄fi☻⁸ ה ⁸ ─

─  

 

─  

2022  

╛♩▬◘ꜟ♃כⱳ ה ╩ ∂≡⁸ ╡ ╖─ ─ ╛∕─ ┘ ┘

⅛↑╩ ⁹ 

╡ ה ╖─ ─ⱪכꜟ◓⁸3≡⇔≥ ╩ √⁹ 

─ ה ╛ ─ ╩ ≤⇔√ ⁸╕√ ◄Ⱡ ╛ ◄Ⱡ ≤™∫√

─ ™ ─☿Ⱶ♫כ ╩○fiꜝ▬fi≢ ⇔⁸ ≢─ ⌐ ∆╢ ╩

╡≈≈⁸ ╩╘↨⇔√ ╩ ⇔√⁹ 
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2023  

╛♩▬◘ꜟ♃כⱳ ה ╩ ∂≡⁸ ╡ ╖─ ─ ╛∕─ ┘ ┘

⅛↑╩ ⁹ 

⌐ꜟⱴכⱡכꜙ♬ ה ∆═ↄ⁸ⱳכ♃ꜟ◘▬♩╛►▼ⱦ♫כ ─ ICT╩ ⇔√ ⌂ ⌐

≈™≡⁸ ⌐ ╩ ╘≡™ↄ⁹ 

2030 ה ⌐ ↑√ ╩ ∆╢⌂⅛≢⁸ ⌂╢ ⌐╙ ∆╢ ◄Ⱡ

─ →╛ ◄Ⱡ ⌐≈⌂⅜╢ ╡ ╖⁸ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ╩ ⁹ 
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─♃כ♦ ♃כ♦⁸ ▪fi◔כ♩ ⁸ Ᵽ►fi♄ꜞכ  

ₒ♦כ♃─ ⌐ ∆╢ ₓ 

   

 

ẽ  

ẽ ◄Ⱡ  

Ẽ ▪fi◔כ♩ 

ẽ ∕─  

 

◄Ⱡꜟ◑כ  

ẽ  

ẽ ◄Ⱡ  

Ẽ ▪fi◔כ♩ 

ẽ ∕─  

 

COϒ  

ẽ  

ẽ ◄Ⱡ ה  

Ẽ ▪fi◔כ♩ 

ẽ ∕─  

⅜ ≤⇔≡ ™╢◄Ⱡꜟ◑כ

│⁸ ◄Ⱡ ⌐ ⇔√ ה

ה √╡─◄Ⱡꜟ◑כ ≤∆

╢⁹╕√⁸ ≢№╢ ≢─◄Ⱡ

כ◑ꜟ │⁸ ─◄Ⱡꜟ

כ◑ ╩⁸◄Ⱡꜟ◑כ ─

⌐╟∫≡ ⇔⁸ ∆╢⁹ 

 

ₒ▪fi◔כ♩ ₓ 

2023 6 2023 8  

 

ₒ▪fi◔כ♩ ₓ 

ⱪכꜟ◓84 309  

 

ₒ▪fi◔כ♩ ₓ 

ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ ─  
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II. ─ ⌐⅔↑╢  

 

─  

ₒ ₓ │ зₒ ₓ ⁹  

 基準年度 

(2020年度) 

2021年度 

実績 

2022年度 

見通し 

2022年度 

実績 

2023年度 

見通し 

2030年度 

目標 

生産活動量 

(単位：10億円・

実質生産高) 

60,774.5 68,927.8  69,230.5   

エネルギー 

消費量 

(単位：原油換

算万kl) 

634.4 672.5  680.1   

内、電力消費

量 

(億kWh) 

      

COϒ排出量 

(万t-COϒ) 

1,180.4 

1,178.3 

β  

1233.7 

1,236.1 

β  

 

※３ 

1248.5 

※４ 

 

※５ 

 

※６ 

エネルギー 

原単位 

（単位: kl/百万

円） 

0.104 0.098  0.098  0.094 

COϒ原単位 

（単位: t-CO2/

百万円） 

0.194 0.179  0.180   

1  ─ │ ⁹ 

⁸ ⁸ ⁸♦ⱨ꜠כ♃כ─ ⌐╟╡ ∫≡ ⅜ ╦∫≡™╢⁹ 

2 ─ │⁸ ◄Ⱡ ⌐ ⇔√◄Ⱡꜟ◑כ ─ ≢№╡⁸ ─ │ ⇔⌂™⁹ 

↓↓≢│⁸ ⌐ ≡⇔≥♃כ♦╢∆ ╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹ 

╕√⁸ │⁸↓─ ╩ ≤⇔√╙─≢⁸ ─ ≤│ ⌂╢ ≤⌂╢⁹ 

3 ─♅ꜗ꜠fi☺ ≢№╢2013 COϒ │3.74 ⁹ 

 

ₒ ₓ 

 ※１ ※２ ※３ ※４ ※５ ※６ 

排出係数[kg-COϒ/kWh] 0.441 0.435  0.436   

基礎排出/調整後/固定/業界指定  調整後 調整後     

年度       

発電端/受電端       
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ₒ2030 ⌐ ™╢ ─ ⌐ ∆╢ ₓ 

  

 

ẽ  

Ẽ  

  ─  

   ẽ ─ ●☻ ה ה ⌐⅔↑╢

─ ╩ ╕ⅎ⁸ ה ≤│ ⌂

╢ ╩ ™√⁹ ủủkWh/kg-COϒ 

 

   ẽ ─ ủủ  ủủkWh/kg-COϒ

 

   ẽ ∕─ ủủkWh/kg-COϒ  

─ ╩ ⇔√  

 

∕─  

ẽ ◄Ⱡꜟ◑כ ủủ  

ẽ  

ẽ ─ ⌐  

ẽ ─ ủủ ◄Ⱡꜟ◑כ  

ẽ ∕─  
 

╩ ⇔√  
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 2022 ⌐⅔↑╢  

ₒ ⌐ ∆╢ ₓ 

 

＜フェーズⅡ（2030年）目標＞ 

目標指標 基準年度/BAU 目標水準 2030年度目標値 

◄Ⱡꜟ◑כ  
 

2020  1%  9.56  

 

実績値 進捗状況 

基準年度実績 
(BAU目標水準) 

2021年度 
実績 

2022年度 
実績 

基準年度比
/BAU目標比 

2021年度比 進捗率* 

- 
5.10% 

 
0.50% 

 
- ƶ90％ 5％ 

  

 

               2030 Ĭ100  

BAU BAU 2030 Ĭ100  

 

ₒ ╩ ™√COϒ ₓ 

 

 
2022年度実績 基準年度比 2021年度比 

COϒ排出量  1248.5万t-COϒ ▲3.7％ ＋1.2％ 

 

 

 BAT⁸ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻─  

│ ה ⌐╦√╢ ≢ ↕╣≡⅔╡⁸ ₁─ ⁸ ≢ ⅜ ⌂╢√╘⁸

⅜ BAT≤⇔≡ ⇔≡™╢⁸₈ ┘ ⌐⅔™≡⁸ ⌂ ⱪ꜡☿☻⁸

─ ◄Ⱡ ┘∕─ ₉⌐≈™≡⁸ ≢│⌂ↄ⁸ ⁸ ◄Ⱡ ─ ╩ ⁹

╖─ P.66  
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 ⁸◄Ⱡꜟ◑כ ה ⁸COϒ ה ─ ( FU) 

 

ₒ ◄Ⱡꜟ◑כ ₓ 

2022  

◄Ⱡꜟ◑כ  1.89 2021 ⅛╠3.21ⱳ▬fi♩  

 

─♩꜠fi♪  

  

 

─♩꜠fi♪╩ ╕ⅎ√ ─ ⌐≈™≡─  

2022ה │ ≢│4.60ⱳ▬fi♩─ ∞⅜⁸ ≢│0.50%─ ≤⌂∫√⁹ 

2021ה │ ☻▬Ᵽ♦ה ⅜ ∆╢⅛√∟≢ ∂≡ ─ ⅜ ╠╣√⅜⁸

2022 │꜡◦▪⌐╟╢►◒ꜝ▬♫ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐╟╢

─ ⁸ ─ ─ ⌂ →⌂≥⌐╟╢ ─ ⇔⅜№╡⁸

─ ™ ─ ╙ ⇔™╙─≤⌂∫√⁹↓╣⅜⁸ ≤ ☻▬Ᵽ♦ה ≤╙

⌐ ⅜ ⅛╠ ┼≤ ∂√ √╢ ≤⌂∫√≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

ₒ ₓ 

β ─ │⁸ ◄Ⱡ ⌐ ⇔√◄Ⱡꜟ◑כ ─ ≢№╡⁸ ─ │

⇔⌂™⁹↓↓≢│⁸ ⌐ ≡⇔≥♃כ♦╢∆ ╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹ 

 

2022  

  69.2  2020 13.9 ⁸2021 0.4  

  

ṕ Ṗ

5.10%

0.50%

9.56%

0%

5%

10%

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030ṙ Ṛ

ṙ Ṛ
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─♩꜠fi♪  

 
β ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌─ │⁸ ─ ─ ≢│⌂ↄ⁸ ≥ⱶכ◐☻⌂√

⇔≡ ⇔≡™╢⁹↓─√╘⁸ ╩ ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⁸│♃כ♦╢∆≥ ─

─ 2012 ─ ─╖⅜ ∆╢⁹ 

19902011 ⁸│♃כ♦─ ─ ╩ ⇔√⁹ 

 

─♩꜠fi♪╩ ╕ⅎ√ ─ ⌐≈™≡─  

¶ ─ ─ ≢│⌂™⅜⁸ │ 2020 13.9%─ ⁸2021

≢│0.4%─ ≤⌂∫√⁹ 

¶ ─ │ ⌐╦√╡⁸∕╣∙╣─ ⌐╟╡ ─ ⅜ ∂≡™╢⁹ 

↕╠⌐⁸ ⁸ ─ ⌐ ∫≡⁸ ⅜ ⅝ↄ ╦╢ ⅜№╢⁹ 

 

ₒ◄Ⱡꜟ◑כ ⁸◄Ⱡꜟ◑כ ₓ 

β ─ │⁸ ◄Ⱡ ⌐ ⇔√ ─ ≢№╡⁸ ─ │ ⇔⌂™⁹↓

↓≢│⁸ ⌐ ⁸≡⇔≥♃כ♦╢∆ ╩ ≤⇔≡ ⇔⁸◄Ⱡꜟ◑כ │⁸

↓─ ╩ ≤⇔√╙─≢№╡⁸↓╣╠╙ ≤⌂╢⁹ 

 

2022 ─  

◄Ⱡꜟ◑כ kl680.1 2020 +7.2 ⁸2021 +1.1  

◄Ⱡꜟ◑כ kl/ 0.098 2020 5.9 ⁸2021

0.7  
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─♩꜠fi♪  

 

β ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌─ │⁸ ─ ─ ≢│⌂ↄ⁸ ≥ⱶכ◐☻⌂√

⇔≡ ⇔≡™╢⁹↓─√╘⁸ ╩ ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⁸│♃כ♦╢∆≥ ─

─ 2012 ─ ─╖⅜ ∆╢⁹ 

19902011 ⁸│♃כ♦─ ─ ╩ ⇔√⁹ 

 

─♩꜠fi♪╩ ╕ⅎ√ ─ ⌐≈™≡─  

◄Ⱡꜟ◑כ  

¶ 2022 ─◄Ⱡꜟ◑כ │ 2020 ≢ 7.2% ⁸ 2021

≢1.1%≤⌂∫√⁹ 

◄Ⱡꜟ◑כ  

¶ ─ ≤│ ⌂╢ ∞⅜⁸ ╩ ≤⇔√◄Ⱡꜟ◑כ │⁸

2020 ≢5.9 %─ ⁸ 2021 ≢0.7─ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

≤─  

◄Ⱡ ⌐ ≠ↄ◄Ⱡꜟ◑כ Ỏ1% ─ ≤─  

─ ה ≢№╢◄Ⱡꜟ◑כ ─ 2022 │⁸ 2020

0.50≤⁸2020 ≢─ ⇔ 1 י2ִ─ 1.99 ╩ ∫≡

™╢⁹ 

2021 ה │ ☻▬Ᵽ♦ה ⅜ ∆╢⅛√∟≢ ∂≡ ─ ⅜ ╠╣√⅜⁸

2022 │꜡◦▪⌐╟╢►◒ꜝ▬♫ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐

╟╢ ─ ⁸ ─ ─ ⌂ →⌂≥⌐╟╢ ─ ⇔⅜№╡⁸

─ ™ ─ ╙ ⇔™╙─≤⌂∫√⁹↓╣⅜⁸ ≤ ה

♦Ᵽ▬☻ ≤╙⌐ ⅜ ⅛╠ ┼≤ ∂√ √╢ ≤⌂∫√≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

│∏╕ ה ⅝ ⅝ ≤⇔≡ ⇔√ ◄Ⱡ/ ╩ ⇔≡ ╩ ╘⁸2030

≢ ╩ ∆╢↓≤╩ ⇔≡™ↄ⁹ 

 

◄Ⱡ ⱬfi♅ⱴכ◒ ⌐ ≠ↄ ∆═⅝ ≤─  
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ẽ ⱬfi♅ⱴכ◒ ─ ≢№╢ 

Ẽ ⱬfi♅ⱴכ◒ ─ ≢│⌂™ 

 

ₒCOϒ ⁸COϒ  x

β ─ │⁸ ◄Ⱡ ⌐ ⇔√ ─ ≢№╡⁸ ─ │ ⇔⌂™⁹ 

↓↓≢│⁸ ⌐ ⁸≡⇔≥♃כ♦╢∆ ╩ ≤⇔≡ ⇔⁸ 

CO2 │⁸↓─ ╩ ≤⇔√╙─≢№╡⁸↓╣╠╙ ≤⌂╢⁹ 

 

2022 ─  

COϒ  1,248.5 t-COϒ  0.436kg-COϒ/kWh 

2013 Ỏ3.7 ⁸2021 +1.2  

COϒ  0.180t-CO2/  0.436kg-COϒ/kWh 

2013 23.6 ⁸2021 0.8  

 

─♩꜠fi♪  

 

β ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌─ │⁸ ─ ─ ≢│⌂ↄ⁸ ≥ⱶכ◐☻⌂√

⇔≡ ⇔≡™╢⁹↓─√╘⁸ ╩ ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⁸│♃כ♦╢∆≥ ─

─ 2012 ─ ─╖⅜ ∆╢⁹ 

19902011 ⁸│♃כ♦─ ─ ╩ ⇔√⁹ 

 

0.436kg-COϒ/kWh 

 

─♩꜠fi♪╩ ╕ⅎ√ ─ ⌐≈™≡─  

CO2  

2022 ה ─CO2 │⁸♅ꜗ꜠fi☺ ─ 2013 ≢│3.7%─ ≤⌂

╡⁸ 2021 ≢│1.2 ─ ≤⌂∫√⁹ 

CO2  

CO2 ה │⁸2012 ⅛╠ 2013 ⌐⅛↑≡ ⌐ ─ ≢ ⇔√⅜⁸ 
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2022 │2013 ⅛╠23.6 ─ ╕≢ ⇔√⁹ 

 

ₒ ₓ ₒ♩כ◦ꜟ☿◒◄│ ₓ  

 

COϒ  

 

ќ2022  2021 ќ2022  

t-COϒ   t-COϒ   

◄Ⱡ  -71.9 -5.5 8.5 0.7 

─  -64.0 -4.9 0.4 0.0 

─  -208.5 -16.1 0.4 0.0 

─  296.3 22.9 5.4 0.4 

 

◄Ⱡꜟ◑כ  

 

ќ2022  2021 ќ2022  

    

◄Ⱡ  -42.6 -6.7 4.6 0.7 

─  88.3 13.9 3.0 0.4 

 

─  

CO2  

2013 ה ⅛╠2022 ─  

Ҝ ─ 22.9 ╩ -16.1 ⁸ ◄Ⱡ -

5.5 ⁸ ⌐╟╢ -4.9 ≢ ⇔⁸ ─ ⅛╠ 3.7%─ ≤

⌂∫√⁹ 

2021 ה ⅛╠2022 ─  

Ҝ ⌐╟╢ 0.0⁸ ─ 0.0%│╒╓ ┌™⌐ ⁸ ◄

Ⱡ 0.7⁸ ─ 0.4 ⅜ ─ ⌐ ⇔⁸ ≢│ 1.2 ─

≤⌂∫√⁹ 

 

◄Ⱡꜟ◑כ  

2020 ה ⅛╠2022 ─  

Ҝ ─ 13.9 ⌐╟╢ ╩⁸ ◄Ⱡ -6.7 ≢ ⇔⁸

7.2 ─ ≤⌂∫√⁹ 

2021 ה ⅛╠2022 ─  

Ҝ ◄Ⱡ 0.7 ⁸ ─ 0.4 ™∏╣╙ ─ ⌐ ⇔⁸

≢│1.1 ─ ≤⌂∫√⁹ 
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 ⇔√ ⁸ ≤ ─  

 

ₒ ₓ 

年度 対策 
投資額 

（百万円） 

年度当たりの 

エネルギー削減量 

COϒ削減量（t-CO2） 

2022 年度 

エネルギー転換、非化石証書の利用 2,372 824,916 

高効率機器の導入 18,550 84,761 

管理強化 609 54,347 

2023 年度 

以降 

エネルギー転換、非化石証書の利用 3,457  909,097 

高効率機器の導入 28,516 83,787 

 343 35,199 

 

ₒ2022 ─ ₓ 

 

Ẽ ⱪ꜡☿☻⌐⅔↑╢CO2 ─  

 

 

（取組の具体的事例） 

◄Ⱡꜟ◑כ ⁸ ─  

ה A⅛╠ B┼─  

ה ╛ ─ ⁸ⱨ◊כ◒ꜞⱨ♩  

ה ─  

ה ◄Ⱡ  

 

─  

ה ─LED 

ה ⁸ ─  

⁸ⱳfiⱪכ◘♇꜠fiⱪ◖ה ─▬fiⱣכ♃  
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─  

ה ⁸ ─ ─  

ה ─ כꜝ♅  

ה ─  

 

◄Ⱡꜟ◑כ 2022  

ה ◄Ⱡꜟ◑כ 77.6GWh  

     77.0GWh   

   ∕─ ─  0.6GWh   

ה ◄Ⱡꜟ◑כ 1763.1GWh 

fiכꜞ◓ה 247.4GWh 

ה 921.0GWh 

 

ₒ ⌂ ◄Ⱡ ₓ 

ᵑ  
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② 既存工場の省エネ見直し 

 

 

ₒ ─ ⁸ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻ ⁸ ╛ ─ ₓ 

2022 ⌐⅔™≡╙⁸ ⅝ ⅝►▼ⱦ♫כ ─ ⌐╟╢ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ╩

ⅎ≡ ╩ ╡⁸ ≢─ →╩ ∫√⁹ 

╕√⁸2023 │⁸GHG ╛ ◄Ⱡ ─כ♫ⱴ≤⇔√☿Ⱶכ♥╩ ⌐╟╡⁸

⌐⅔↑╢ ⌂╢ ─ ╩ ╢↓≤≤⇔≡™╢⁹ 

CO2 ╩ ⇔≡™ↄ ≢⁸ ─ ╩ ∂≡⁸ ─ ╩ ╘⁸ ⌂

╢ ╡ ╖─ ╩ ╘≡™ↄ⁹ 

 

  



 

- 25 - 

 

 2030 ─ ─  

ₒ ⌐ ∆╢ ─ ₓ 

  

 

               2030 Ĭ100  

BAU BAU 2030 Ĭ100  

 
進捗率【基準年度目標】＝ 0% - 0.50 0% -2030

9.56% ×100   
 

 ＝5.2% 

 

ₒ ה ₓ ≢  

＜自己評価とその説明＞ 

□ 目標達成が可能と判断している 

（現在の進捗率と目標到達に向けた今後の進捗率の見通し） 

（目標到達に向けた具体的な取組の想定・予定） 

（既に進捗率が2030年度目標を上回っている場合、目標見直しの検討状況） 

 

Ẽ 目標達成に向けて最大限努力している 

（目標達成に向けた不確定要素） 

2022 ה │꜡◦▪⌐╟╢►◒ꜝ▬♫ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐

╟╢ ─ ⁸ ─ ─ ⌂ →⌂≥⌐╟╢ ─ ⇔⅜№╡⁸

─ ™ ─ ╙ ⇔™╙─≤⌂∫√⁹ 

─ ה ⌐╟╡ ─ ⅜ ⇔≡⅝≡™╢⁹ ⅎ≡⁸™╕∞ ◖꜡♫

►▬ꜟ☻⌐ ∆╢ ⅝⌂ ─ ⌐№╡⁸ ╩ ∆╢ ╙↓╣╕≢─ ╩

ⅎ√ ─ ╩ ╘⁸ ⅝⌂ ╠⅞─⌂⅛⌐№╢≤ ⅎ╢⁹ 

（今後予定している追加的取組の内容・時期） 

⅜目標達成に向けた不確定要素 ה ↄ ∆╢⅜⁸ ≤⇔≡│ ╙ ⇔√ ◄

Ⱡ/ ─ ╩ ⇔≡™ↄ⁹ 

 

□ 目標達成が困難 

（当初想定と異なる要因とその影響） 

（追加的取組の概要と実施予定） 

（目標見直しの予定） 
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 ◒꜠☺♇♩─ ה ┘ ─ ≤  

ₒ ≤⇔≡─ ₓ 

□ クレジットの取得・活用をおこなっている 

□ 今後、様々なメリットを勘案してクレジットの取得・活用を検討する 

□ 目標達成が困難な状況となった場合は、クレジットの取得・活用を検討する 

Ẽ クレジットの取得・活用は考えていない 

□ 商品の販売等を通じたクレジット創出の取組を検討する 

□ 商品の販売等を通じたクレジット創出の取組は考えていない 

 

ₒ ₓ 

─≡⇔≥ ה │⌂™⁹ 

 

ₒ ─ ₓ 

Ẽ 各社でクレジットの取得・活用をおこなっている 

□ 各社ともクレジットの取得・活用をしていない 

□ 各社で自社商品の販売等を通じたクレジット創出の取組をおこなっている 

□ 各社とも自社商品の販売等を通じたクレジット創出の取組をしていない 

 

ₒ ⌂ ₓ 

─≡⇔≥ ה │⌂™⁹ 

 

 ─  

─≡⇔≥ ה │⌂™⁹ 
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 ○ⱨ▫☻⌐⅔↑╢  

ₒ ○ⱨ▫☻⌐⅔↑╢ ₓ 

 

□ 業界として目標を策定している 

Ẽ 業界としての目標策定には至っていない 

（理由） 

☻▫ⱨ○ ה ≢─ │ ⇔≡™⌂™⅜⁸ ─ ⌐○ⱨ▫☻╩ ╘⁸

╩ ╘╢↓≤≤⇔≡™╢⁹ 

≢ ה ╩⇔≡ ╩  ⁹╢№╙☻כ◔╢™≡╘

 

ₒ◄Ⱡꜟ◑כ ⁸COϒ ─ ₓ 

 

本社オフィス等のCOϒ排出実績（参加企業報告値合計） 

 
2013

年度 

2014

年度 

2015 

年度 

2016 

年度 

2017

年度 

2018

年度 

2019

年度 

2020

年度 

2021

年度 

2022

年度 

延べ床面積 

(万㎡)： 
 451.2 331.6 338.4 325.2 355.0 365.3 380.0 336.4 359.9 

CO2 排出量 

(万 t-CO2) 
61 59 55 53 49 44 38 33 33 35 

床面積あたりの

CO2 排出量 

（kg-CO2/m2） 

 131 166 157 150 124 103 86 97 98 

エネルギー消費量

（原油換算） 

（万kl） 

27 26 26 25 24 23 20 18 18 19 

床面積あたりエネ

ルギー消費量 

（l/m2） 

- 58 78 74 74 65 55 47 53 53 

 

Ẽ Ⅱ．（１）に記載のCOϒ排出量等の実績と重複 

□ データ収集が困難 

 

ₒ2022 ─ ₓ 

（取組の具体的事例） 

⌐CO2 ─ ™ │⁸ ─ ╡⁹ 

₈o 8x ─ ≤ ₉╟╡  

・ ─▬fiⱣכ♃  

・ ─  

・ ─  

 

（取組実績の考察） 

・ ⌐⅔™≡ ─ ╩ ⌐ ⇔≡™√ ─ כꜙ♬Ⱳfiכ◌╩

♩ꜝꜟ ⌐⅔™≡╙ ⇔≡ ⇔≡™╢⁹ 
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・ ⅝ ⅝⁸ ─ ⅜ ↕╣╢╟℮⌐⁸ ≢ ⌂ ⌐≈™≡ ⇔≡™

ↄ⁹ 

╕√⁸ ─ ⌐ ⇔√ ╙ ⌐⌂╢╙─≤ ⅎ≡™╢⁹ 

 

⇔√ ≤  

 

ₒ ₓ ₒ♩כ◦ꜟ☿◒◄│ ₓ ⁹  

 

t-COϒ  

 
  ◄Ⱡꜟ◑כ   

2022  25,402 10,009 4,506 1,092 41,009 

2023       
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 ⌐⅔↑╢  

ₒ ⌐⅔↑╢ ₓ 

 

□ 業界として目標を策定している 

Ẽ 業界としての目標策定には至っていない 

（理由） 

・ ─ ⌐⅔↑╢ ─►▼▬♩│ ╘≡ ↕ↄ⁸ │⇔≡™⌂™⅜⁸

╩ ∫≡™╢⁹ 

・ ◄Ⱡ ⁸ ≢│ ╩⇔≡ ╩  ⁹╢№╙☻כ◔╢™≡╘

 

ₒ◄Ⱡꜟ◑כ ⁸COϒ ─ ₓ 

 

 
2013 

年度 

2014 

年度 

2015 

年度 

2016

年度 

2017 

年度 

2018 

年度 

2019

年度 

2020

年度 

2021

年度 

2022

年度 

輸送量 

（万ﾄﾝｷﾛ） 
- 194.8 184.9 947.8 800.5 104.3 92.8 86.8 95.7 92.9* 

CO2 排出量 

（万t-CO2） 
5.3 1.0 1.0 3.9 2.2 1.8 0.9 0.7 1.4 1.2 

輸送量あたり

CO2 排出量 

（kg-CO2/ﾄﾝｷﾛ） 

- 5.1 5.4 4.1 2.8 18.1 9.4 7.9 14.6 13.1 

エネルギー消費量

（原油換算） 

（万kl） 

- 0.4 0.4 1.8 1.0 0.9 0.3 0.3 0.6 0.5 

輸送量あたりエネ

ルギー消費量 

（l/ﾄﾝｷﾛ） 

- 2.0 2.1 1.9 1.2 8.3 3.5 3.0 6.3 5.1 

 * ─╖─ ╩ ╗ │2,127  

 

Ẽ Ⅱ．（１）に記載のCOϒ排出量等の実績と重複 

□ データ収集が困難 

 

ₒ2022 ─ ₓ 

（取組の具体的事例） 

 ♩ⱨ◦ꜟ♄כ⸗ ¶

 ♩ꜝ♇◒ ⅛╠CO2 ─ ⌂™ ⁸ ┼ ╩ ╡ ⅎ⁹ 

¶ Ⱡ♇♩꞉כ◒─  

 IT ╩ ⇔⁸ ⁸ ה ╩♩כꜟ ⇔ ⌂ ╩ ⁹ 

¶ ─  

 ─ ה ⁸◖fi♥♫─ ⌐╟╢ ─ ⁹ 

¶  

 ─№╠╝╢ ≢ ≤─ ╙ ╗ ⌐╟╡♩ꜝ♇◒ ╩ ⁹ 

¶  

 ●☻ ─ ╩ ⌐ ⁹ 
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（取組実績の考察） 

・ ⌐⅔↑╢ ⌐⅔↑╢ ─►▼▬♩│ ╘≡ ↕™⅜⁸ ╙ ⅝ ⅝⁸

╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ≢ ⌂ ⌐≈™≡ ⇔≡™ↄ⁹ 

 

 

⇔√ ≤  

 ⇔√ ⌐≈™≡⁸ ≤ ╩ ⌂ ╡ ⌐ ⁹  

    

2022 ♩ⱨ◦ꜟ♄כ⸗   

♩ꜝ♇◒ ⅛╠ CO2

─ ⌂™ ⁸ ┼

╩ ╡ ⅎ⁹ 

2,863-COϒ  

 
Ⱡ♇♩꞉כ◒  

 

IT ╩ ⇔⁸

⁸ ה ╩♩כꜟ

⇔ ⌂ ╩ ⁹ 
1,153-COϒ  

 ─  

─№╠╝╢

≤─ ╙ ╗ ≢

╩ ╡⁸ ╩ ⁹ 
327-COϒ  
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VI. ─  

 ⁸ ─ ☻ⱦכ◘ה ─ ⁸ ┘  

ה │⁸ ─ ◄Ⱡꜟ◑כ ⁸ ⁸ ⁸ ┘ ⌐⅔↑╢

⌐⅔™≡⁸ ה ◄Ⱡ ─☻ⱦכ◘┘ ╩ ∂≡⁸ ⌂ ─

⌐ ∆╢⁹ 

 

─ ⁸ ≤─ ⁸ ┘ ╖ ─ ╛ ─ ≤⇔√Ᵽ

fiכ▼♅כꜙꜞ ◘ⱪꜝ▬♅▼כfi─  

 

 

ה ☻ⱦכ◘ה ⌐╟╢  

ה ≢│⁸ ⌂ ☻ⱦכ◘ה ₈ ₉≤∆╢ ⌐≈™≡⁸CO2

╩ ⇔≡™╢⁹ ⌐ ≠⅝⁸ ─ ╩ ⇔⁸∕─

╩ ∆╢⁹ 

Ẽ ─ CN ⱨ▼כ☼з β1 

  כꜞ◗♥◌
ⱬכ☻ꜝ▬fi 

─ ⅎ  
( ) ─  

 

 ─  40  

●☻  ─  40  

  40  

  30  

  20  

 

♥꜠ⱦ☺ꜛfi  

              

◄▪◖fi♦▫◦ꜛ♫כ 

         

LED  

♩♇ⱪꜝfi♫כ  

♥꜠ⱦ☺ꜛfi (10 )  

(10.4 )  

◄▪◖fi♦▫◦ꜛ♫כ 

(10 )  

( 10 / 15  

LEDꜝ fiⱪ  20  
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♩♇ⱪꜝfi♫כ  

 
 

●☻ ●☻  

10  

ⱥכ♩ⱳfiⱪ  ●☻ ●☻  9  

 
♃כ⸗  

 
♩♇ⱪꜝfi♫כ  

15)♃כ⸗ )  

( 26.2 ♪ꜟכ⸗/ 25.7 )  

IT  

Ᵽכ◘  

♦▫☻◒  

◓fi▫♥כꜟ  

☻▬♇♅fi◓  

♩♇ⱪꜝfi♫כ  

5  

◒ꜝ▬▪fi♩

                                                                                                          

 

ⱪꜞfi♃כ 

 

5  

 כ♃fi☿♃כ♦
                                                                                 

5  

IT ꜛ◦כꜙꜞ♁

fi                                                                                                              

Green by IT  

 

♦☺♃ꜟ♃◖◓ꜝⱨ 

fiꜛ◦כꜙꜞ♁ ☻ⱦכ◘  

 

5  

β1  ⱨ▼כ☼з 2020 ⌐⅔™≡⁸ 24 ─ ╩ ⁹ⱨ▼כ☼и ⌐⅔™≡│⁸

╩ ⅛╠ ⇔⁸20 ╩ ⌐ ╩ ⁹ ⁸ ⌐≈™≡│₈ ◄Ⱡꜟ◑כ ₉₈

₉₈ ₉₈IT fi₉─₈ꜛ◦כꜙꜞ♁₉₈ כꜞ◗♥◌ ₉≤₈ ₉⌐ ⇔≡

╩ꜟ▪כꜙ♬ꜞ╙ ╘≡™ↄ⁹ 

─ │⁸ⱳכ♃ꜟ◘▬♩ ה ─  

http://www.denki - denshi.jp/implementation.php ⌐≡ ⁹ 

 

Ẽ ─  
IEC TR 62726 2014 β2 

6.5 Determining the baseline scenario ⌐  
 

 

Ẽ ─  
IEC TR 62726 (2014) β2 

6.10.3  Accumulation method⌐  

 
(1) ─ 1 ─ ┘ ⌐╟╢

⁸(2) ≢─ ╩ ⌐ ∆╢

─ 2 ≢ ╩ ∆╢ 
 

β2 IEC TR 62726 (2014) Ed 1.0 Guidance on quantifying greenhouse gas emission reductions from the baseline 

for electrical and electronic products and systems ( ─ⱬכ☻ꜝ▬fi⅛╠─ GHG ─●▬

♄fi☻)   

ה │⁸IEC/TC111 ─ ⌐ ─ ─ ╩ ⇔⁸ ≤⇔≡●▬♄

fi☻ ╩ ╘√ 2014 8 ⌐ IEC⅛╠ ⌐ ⁹ 

 

Ẽ ─  

ה ≢│⁸ ☿♇♩ ─ ≤⇔≡⁸ ╛ ⌐

╟╢ ─ ≤ IT ─ ⌐≈™≡⁸ ╩ ╕ⅎ√

─ ⅛╠ ╩ ╖≡™╢β3⁹ 
 

β3  ─ ─ │⁸ⱳכ♃ꜟ◘▬♩ ה ─  

http://www.denki - denshi.jp/implementation.php ⌐≡ ⁹ 

 

⌂⅔⁸ JEITA ≢│⁸₈ ─ GHG ⌐  

http://www.denki-denshi.jp/implementation.php
http://www.denki-denshi.jp/implementation.php
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∆╢●▬♄fi☻ 2 ₉╩ 2022 7 ⌐ ⁹ 

https://home.jeita.or.jp/cgi - bin/page/detail.cgi?n=1286&ca=21   

https://home.jeita.or.jp/cgi-bin/page/detail.cgi?n=1286&ca=21
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 2022 ─  

─  

 

─ CO2 ⌐ ≠ↄ⁸ ─ 2022

│ ─ ╡⁹ 

 

 

 כꜞ◗♥◌

CO2 t - CO2  

ừ2022 1 ─ ⁸ 

┘ ⌐⅔↑╢  

ừ2022 1 ─ ⁸ ─ 

⌐⅔↑╢  

LNG ●

☻⁸ ◄Ⱡ  
73 

1, 750 

[β ⁸ ─ 454]  

 111 
1, 277 

[β ⁸ ─ 218]  

 6 
106 

[β ⁸ ─ 8]  

IT  10 
45 

[β ⁸ ─ 7]  

 

─ 2022 (1 )─ ⁸ ⌐╟╢  

ừIT♁ꜞꜙכ◦ꜛfi 10 t - CO2 

 

¶ ≤⌂╢ 20 כꜞ◗♥◌ ₈ ₉₈◒ꜝ▬▪fi♩ Ᵽכ◘₉₈ ◓fi▫♥כꜟ₉₈ ₉

╩ ↄ ⌐≈™≡⁸ ─ ╖╩ ⇔⁸ ⁹ β ⌐⅔↑╢ ≡─ / ⱪꜝfi♩⁸

─ ─ ≤│ ⌂╢ ⁹ 

¶ ⁸ ה ─ │⁸☿♇♩ ─ ≤⇔ ⱳ♥fi

◦ꜗꜟ ╩ ⁹ 

¶ IT ♦▫☻◒ │ TR ╩ⱬכ☻ꜝ▬fi⌐ ╩ ⇔⁹ 
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（取組実績の考察） 

■国内各部門に対する2022 年度フォローアップ実績の排出抑制貢献 

 

 

Ẽ ☻ⱦכ◘ה ⌐╟╢  

ה ≢│⁸ √⌐ⱳ⁸⇔ꜟ▪כꜙ♬ꜞ╩♩▬◘ꜟ♃כ ⌐╟╢ 

₈ ⁸ ⌂ ☻ⱦכ◘ה fiꜛ◦כꜙꜞ♁ ●☻ ₉─ ⌂ ╩  

⁹ ⇔≡™╢⁹  

https://www.denki-denshi.jp/contribution.php 

 

 

 

 

https://www.denki-denshi.jp/contribution.php
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Ẽ ●☻ ⌐ ∆╢AI,IoT♁ꜞꜙכ◦ꜛfi  

β ─ ╙ ╗ 

◄Ⱡꜟ◑כ  

 
https://www.global.toshiba/jp/news/energy/2023/11/news-20231108-01.html 
https://www.global.toshiba/content/dam/toshiba/jp/technology/corporate/review/2021/03/a06.pdf 

 

☻ⱴכ♩ⱨ□◒♩ꜞכ  

 
https://www.hitachi.co.jp/products/it/sustainability/environment/co2-reduction/everflex.html 

https://www.global.toshiba/jp/news/energy/2023/11/news-20231108-01.html
https://www.global.toshiba/content/dam/toshiba/jp/technology/corporate/review/2021/03/a06.pdf
https://www.hitachi.co.jp/products/it/sustainability/environment/co2-reduction/everflex.html
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⸗ⱦꜞ♥▫  

https://www.hitachi.co.jp/products/it/sustainability/environment/co2-reduction/ex_app.html 

 

 

☻ⱴכ♩◖Ⱶꜙ♬♥▫  

 
https://corporate.jp.sharp/news/231024-a.html 

 

https://www.hitachi.co.jp/products/it/sustainability/environment/co2-reduction/ex_app.html
https://www.hitachi.co.jp/products/it/sustainability/environment/co2-reduction/ex_app.html
https://corporate.jp.sharp/news/231024-a.html
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https://www.global.toshiba/jp/environment/corporate/climate/earth-4.html 

https://www.global.toshiba/jp/products-solutions/social/water-environmental/solution-

product/municipal-field/stormwater-drainage/system.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.global.toshiba/jp/environment/corporate/climate/earth-4.html
https://www.global.toshiba/jp/products-solutions/social/water-environmental/solution-product/municipal-field/stormwater-drainage/system.html
https://www.global.toshiba/jp/products-solutions/social/water-environmental/solution-product/municipal-field/stormwater-drainage/system.html
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 ⁸ ┼─ ╖ 

ₒ ≢─ ₓ 

ₒ ┼─ ₓ 

¶  

ה ¶ │⁸ ⌂ / ─ ╩ ⇔⁸ ≠ↄ╡⌐

≢⅝╢ꜝ▬ⱨ☻♃▬ꜟ ─ ╩ ⌂ ≢ ∆═ↄ⁸ ⁸₈ ה ─

₉╩ ╘⁸ ≤ ⌐ ⌂ ╖╩ ╘≡⅝√⁹ 

¶ 2021 ╟╡⁸ ☼ⱦꜟכ◒╢↑⅔⌐ ╙ ⇔⁸ ≈ ─ ≢⁸ ≢─

╛ ⌐╟╢ ╩ ╘≡⅔╡⁸2023 ╙ ⇔≡™╢⁹ 

 

╕√⁸ ⌐⅔™≡╙⁸ ╩ ⌐⁸WEB◘▬♩≢─ ╛ ◄ⱠⱢfi♪Ⱪ♇◒⌂≥─

⁸ ₁⌂◐ꜗfiⱭכfi ╩ ∂≡ ◄Ⱡ ─ ╩ ⇔≡™╢ 

 

ₒ ⌐⅔↑╢ ◄Ⱡ ₓ 

－省エネ家電普及啓発ポータルWEB サイト 

  （家電製品協会） 

  ・省エネ家電 de スマートライフ  

http://www.shouene-kaden2.net/smart_life/ 

  ・キッズ版 省エネ家電 de スマートライフ 

http://www.shouene-kaden.net/ 

 

－スマートライフおすすめBOOK  

（家電製品協会） 

http://www.shouene-kaden2.net/recommend_book/ 

 

－あかりの日キャンペーン、 

住まいの照明省エネBOOK など 

  （日本照明工業会、日本電気協会、照明学会）  

http://akarinohi.jp/ 

http://akarinohi.jp/book/index.html 

 

 

 

－「冷蔵庫の日」 

（日本電機工業会） 

6/21（夏至の日）を「冷蔵庫の日」として、会員企業の協力を得て省エネ製品への買い替え促進キャン

ペーン（プレゼントキャンペーン）を実施。 

http://www.reizoukonohi-cp.jp/ 

 

 

 

 

 

●スマートライフおすすめＢＯＯＫ（2023年版） 

電機・電子関連の他の工業会、計画参加企業においてもWEBサイトや様々なキャンペーン活動を通じ

て、顧客、消費者への省エネ製品・サービスの情報提供などを積極的に推進している。 

  

 

http://www.shouene-kaden2.net/smart_life/
http://www.shouene-kaden.net/
http://www.shouene-kaden2.net/recommend_book/
http://akarinohi.jp/
http://akarinohi.jp/book/index.html
http://www.reizoukonohi-cp.jp/
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 ─ ה ⌐ ∆╢ ╖ 

 

ה ⌂⇔⁹ 

 

 2023 ─  

2030⌐ ↑√  

 

ủ ☻ⱦכ◘ה fiꜛ◦כꜙꜞ♁ ⌐╟╢  

Ᵽꜞꜙכ▼♅כfi╩ ⌐⁸ ☻ⱦכ◘ה fiꜛ◦כꜙꜞ♁ ⌐╟╢ ─ ה ⌐ 

─  

ü ─ꜞ♬ꜙכ▪ꜟ הכꜞ◗♥◌ ─ ≤⁸ ─ ה

─ ─  

Å ⱨ▼כ☼з⅛╠↓╣╕≢ ≢ ╩♃כ♦ ⇔⁸ ╩ ה⇔ ╖ →≡⁸ ⌐

⁸⅜√⅝≡⇔ꜟכⱧ▪ה │ ─ ╛ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○─ ╩ ╕ⅎ⁸™∏╣│

⌐⅔™≡─ ⅜ ⌐⌂∫≡™ↄ≤ ╦╣╢⁹ 

Å ╝ⅎ⌐⁸ │ ⌐⅔↑╢⁸ ─ ╩ ∆╢╟℮⌂ ╡ ╖╩ ╘≡™⅝√™

≤ ⅎ≡™╢⁹∕─√╘─ ≤⇔≡⁸ ─√╘─ ●▬♄fi☻

─ ⌐ ╡ ╗⁹ ─24 ─ ⌐≈™≡│₈ ◄Ⱡꜟ◑כ ₉₈

₉₈ ₉₈IT fi₉─₈ꜛ◦כꜙꜞ♁₉₈ כꜞ◗♥◌ ₉≤₈

₉⌐ ⇔≡ ╩ꜟ▪כꜙ♬ꜞ╙ ╘≡™ↄ 

Å ╕√⁸ ─ 2023│20 ╩ ⌐ ⌐≈™≡╙⁸ ─

─ ⌂≥╩ ⇔⌂⅜╠⁸2030⌐ ↑≡⁸ ╡ ╖╩ ∫≡™ↄ⁹ 

 

ü ⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⌐ ╢ √⌂ ה ╩  

ừIEC ┼─ , Secretary 

* ה │⁸IEC/TC111 ─ ⌐ ─ ₈IEC 

TR 62726 (2014) Ed 1.0 Guidance on quantifying greenhouse gas emission reductions from the 

baseline for electrical and electronic products and systems (─ⱬכ☻ꜝ▬fi⅛╠─GHG

─●▬♄fi☻)₉─ ╩ ⇔⁸ ≤⇔≡⁸●▬♄fi☻ ╩ ╘√

20148 ⌐IEC⅛╠ ⌐ ⁹ 

ѝ 

ꜟ▪כꜙ♬ꜞ⁸ IEC 63372 Quantification and communication of Carbon footprint and 

emission reductions/avoided emissions from electric and electronic products and systems ï Principles, 

Methodologies, Requirements and Guidance─ ╩IEC⌐ ⇔⁸ ⁹ 

≤⇔≡20213 ⅛╠ ⌐ ⁹2024 ─ ╩╘↨∆⁹ 

 

 

─ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌2050 ─fi☺◦ꜛfiꜝ♩ה ⌐ ↑√  

₈V. 2050◌כⱲfi♬ꜙכ♩ꜝꜟ⌐ ↑√ ─ ₉╩ ⁹ 
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VII. ─  

 ≢─ ─ ⁸ ┘  

ה ☻ⱦכ◘ה ⌐╟╢  

 

ה ≢│⁸ ⌂ ☻ⱦכ◘ה ₈ ₉≤∆╢ ⌐≈™≡⁸CO2

╩ ⇔≡™╢⁹ ⌐ ≠⅝⁸ ─ ╩ ⇔⁸∕─ ╩

∆╢⁹ 

Ẽ ─ CN ⱨ▼כ☼з β1 

カテゴリー 製品 
ベースライン 

（比較対象）の考え方 
稼働(使用)年数の想定 

発電 

火力発電（石炭） 
IEA 調査等による最新の既存 

平均性能（国際平均） 

40 年 

火力発電（ガス） 
IEA 調査等による最新の既存 

平均性能（国際平均） 

40 年 

原子力発電 
IEA 調査等による調整電源 

（火力平均）の国際平均 

40 年 

地熱発電 
IEA 調査等による調整電源 

（火力平均）の国際平均 

30 年 

太陽光発電 
IEA 調査等による調整電源 

（火力平均）の国際平均 

20 年 

家電製品 テレビジョン受信機 国内トップランナー基準値を適用 10 年 

IT 製品 

サーバ型電子計算機 

磁気ディスク装置 
国内トップランナー基準値を適用 

5 年 

複合機 

プリンター 
海外基準値を適用 

                                                                              

5 年 

IT ソリューショ

ン                                                                                                              

（Green by IT） 

遠隔会議 

デジタルタコグラフ 

ソリューション（サービス）導入前 

（国内の考え方を適用） 

5 年 

 

β1  ⱨ▼כ☼з 2020 ⌐⅔™≡ ─ ╩ ⁹ⱨ▼כ☼и ⌐⅔™≡⁸ ⁸    

  ⌐≈™≡│₈ ◄Ⱡꜟ◑כ ₉₈ ₉₈ ₉₈IT fi₉─₈ꜛ◦כꜙꜞ♁₉₈ ◌♥ 
כꜞ◗   ₉≤₈ ₉⌐ ⇔≡ ╩ꜟ▪כꜙ♬ꜞ╙ ╘≡™ↄ 

─ │⁸ⱳכ♃ꜟ◘▬♩ ה ─  

https://www.denki-denshi.jp/implementation.php⌐≡ ⁹ 

 
 

Ẽ ─  
IEC TR 627262014β2 

6.5 Determining the baseline scenario⌐  

 

 

Ẽ ─  
IEC TR 62726 (2014) β2 

6.10.3 Accumulation method⌐  

 
(1)─ 1 ─ ┘ ⌐╟╢

⁸(2) ≢─ ╩ ⌐ ∆╢

─2 ≢ ╩ ∆╢ 
 

β2 IEC TR 62726 (2014) Ed 1.0 Guidance on quantifying greenhouse gas emission reductions from the baseline for 

electrical and electronic products and systems (─ⱬכ☻ꜝ▬fi⅛╠─GHG ─●▬♄fi☻)  

ה │⁸IEC/TC111 ─ ⌐ ─ ─ ╩ ⇔⁸ ≤⇔≡●▬♄

 

https://www.denki-denshi.jp/implementation.php
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fi☻ ╩ ╘√ 20148 ⌐IEC⅛╠ ⌐ ⁹ 

 
 

Ẽ ─  

ה ≢│⁸ ☿♇♩ ─ ≤⇔≡⁸ ╛ ⌐

╟╢ ─ ≤IT ─ ⌐≈™≡⁸ ╩ ╕ⅎ√

─ ⅛╠ ╩ ╖≡™╢β3⁹ 
 

β3 ─ ─ │⁸ⱳכ♃ꜟ◘▬♩ ה ─  

https://www.denki-denshi.jp/implementation.php⌐≡  
 

⌂⅔⁸ JEITA ≢│⁸₈ ─GHG ⌐  

∆╢●▬♄fi☻ 2 ₉╩20227 ⌐ ⁹ 

https://home.jeita.or.jp/cgi-bin/page/detail.cgi?n=1286&ca=21 

 

 2022 ─  

（取組の具体的事例） 

 

─CO2 ⌐ ≠ↄ⁸ ─ 2022  

│ ─ ╡⁹ 

 

 

 כꜞ◗♥◌

CO2 t-CO2  

ừ2022 1 ─ ⁸ 

┘ ⌐⅔↑╢  

ừ2022 1 ─ ⁸ ─ 

⌐⅔↑╢  

 

●☻

⁸ ◄Ⱡ  

141 
4,583 

[β ⁸ ─ 410] 

 

TV─╖  
48 

481 

[β ⁸ ─ 165] 

IT  39 
194 

[β ⁸ ─ 61] 

 

¶ ≤⌂╢ ⁸≡™≈⌐כꜞ◗♥◌ ─ ╖╩ ⇔⁸ ⁹ β ⌐⅔™≡⁸

─ ⅜ ╦╢ ≡─ / ⱪꜝfi♩⁸ ─ ─

≤│ ⌂╢ ⁹ 

¶ ⁸ ה ─ │⁸☿♇♩ ─ ≤⇔ ⱳ♥fi

◦ꜗꜟ ╩ ⁹ 

¶ IT ♦▫☻◒ │ TR ╩ⱬכ☻ꜝ▬fi⌐ ╩ ⇔⁹ 

 

（取組実績の考察） 

Ẽ ☻ⱦכ◘ה ⌐╟╢  

ה ≢│⁸ √⌐ⱳ⁸⇔ꜟ▪כꜙ♬ꜞ╩♩▬◘ꜟ♃כ ⌐╟╢ 

₈ ⁸ ⌂ ☻ⱦכ◘ה fiꜛ◦כꜙꜞ♁ ●☻ ₉─ ─ ⌂  

 ╩ ⁹ ⇔≡™╢⁹ 

https://www.denki-denshi.jp/contribution.php 

 

 

https://www.denki-denshi.jp/implementation.php
https://home.jeita.or.jp/cgi-bin/page/detail.cgi?n=1286&ca=21
https://www.denki-denshi.jp/contribution.php
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Ẽ ◒꜠☺♇♩ 

┼─ⱷ●♁כꜝכ  

♅ꜞ ♬ꜙⱩ꜠ ⌐⅔↑╢34MW ⱪ꜡☺▼◒♩ 

4≈─◘▬♩⌐ 34MW─ ╩ ⇔⁸ ⇔√ ╩ ┼ ∆╢⁹ 

↓╣⌐╟╡ ●☻ GHG ╩ )fiꜛ◦כꜙꜞ♁כ◑ꜟⱪ◄Ⱡכꜗ◦ )  

https://gec.jp/jcm/jp/projects/20pro_chl_02/ 

 

 

ꜟⱣכ꜡◓─ ⱳ♥fi◦ꜗꜟ  

─ ⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ ◄Ⱡꜟ◑כ ≤ CO2 ה ⁸╕√⁸◄Ⱡꜟ◑כ

─ ה ⌐ ╢ ≤ ⌐╟╡⁸ ⌂☻ⱴכ♩ ─ ⁸◓꜡ Ᵽꜟ

≢─CO2 ⅜ ╘╠╣≡™╢⁹ 

ü IEA ◄Ⱡꜟ◑כ ─ β5≢│⁸2030─ ≢ 2ϴ◦♫ꜞ○╩ ⇔√ ⁸∕╣╠

─ ≤ ≢⁸ 170t ─CO2 ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

  β5  IEA Energy Technology perspective 2015 ñScenarios & Strategies to 2050ò  

β ה ≢╙⁸♦Ᵽ▬☻ה ◄Ⱡ ╛IT♁ꜞꜙכ◦ꜛfi─◓꜡כⱣꜟ ─ 

ⱳ♥fi◦ꜗꜟ╩ ⁹ 

https://gec.jp/jcm/jp/projects/20pro_chl_02/


 

- 44 - 
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 2023 ─  

2030⌐ ↑√  

 

☻ⱦכ◘ה fiꜛ◦כꜙꜞ♁ ⌐╟╢  

Ᵽꜞꜙכ▼♅כfi╩ ⌐⁸ ☻ⱦכ◘ה fiꜛ◦כꜙꜞ♁ ⌐╟╢ ─ ה ⌐ 

─  

ü ─ꜞ♬ꜙכ▪ꜟ הכꜞ◗♥◌ ─ ≤⁸ ─ ה

─ ─  

≢╕╣↓╠⅛з☼כ▼ⱨה ≢ ╩♃כ♦ ⇔⁸ ╩ ה⇔ ╖ →≡⁸ ⌐ ה

▪Ⱨ⁸⅜√⅝≡⇔ꜟכ │ ─ ╛ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○─ ╩ ╕ⅎ⁸™∏╣│ ⌐⅔

™≡─ ⅜ ⌐⌂∫≡™ↄ≤ ╦╣╢⁹ 

ⅎ⌐⁸╝ה │ ⌐⅔↑╢⁸ ─ ╩ ∆╢╟℮⌂ ╡ ╖╩ ╘≡™⅝√™≤

ⅎ≡™╢⁹∕─√╘─ ≤⇔≡⁸ ─√╘─ ●▬♄fi☻ ─

⌐ ╡ ╗⁹ ─24 ─ ⌐≈™≡│₈ ◄Ⱡꜟ◑כ ₉₈ ₉₈

₉₈IT fi₉─₈ꜛ◦כꜙꜞ♁₉₈ כꜞ◗♥◌ ₉≤₈ ₉⌐

⇔≡ ╩ꜟ▪כꜙ♬ꜞ╙ ╘≡™ↄ 

⁸√╕ה ─ 2023│20 ╩ ⌐ ⌐≈™≡╙⁸ ─ ─   

 ⌂≥╩ ⇔⌂⅜╠⁸2030⌐ ↑≡⁸ ╡ ╖╩ ∫≡™ↄ⁹ 

ü ⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⌐ ╢ √⌂ ה ╩  

ừIEC ┼─ , Secretary 

* ה │⁸IEC/TC111 ─ ⌐ ─ ₈IEC 

TR 62726 (2014) Ed 1.0 Guidance on quantifying greenhouse gas emission reductions from the 

baseline for electrical and electronic products and systems (─ⱬכ☻ꜝ▬fi⅛╠─GHG

─●▬♄fi☻)₉─ ╩ ⇔⁸ ≤⇔≡⁸●▬♄fi☻ ╩ ╘√

20148 ⌐IEC⅛╠ ⌐ ⁹ 
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ꜟ▪כꜙ♬ꜞ⁸ IEC 63372 Quantification and communication of Carbon footprint and 

emission reductions/avoided emissions from electric and electronic products and systems ï Principles, 

Methodologies, Requirements and Guidance─ ╩IEC⌐ ⇔⁸ ⁹ 

≤⇔≡20213 ⅛╠ ⌐ ⁹2024 ─ ╩╘↨∆⁹ 

 

 
IEC e-techUsing standards to quantify greenhouse gas emissions, 9 July 2021 

https://etech.iec.ch/issue/2021-04/using-standards-to-quantify-greenhouse-gas-emissions 
 

 
 

 

 

₃ IEC 63372 Quantification and communication of Carbon footprint and emission 

reductions/avoided emissions from electric and electronic products and systems ï Principles, 

Methodologies, Requirements and Guidance─  

 

ǒ IEC 63372╘√ ─ ☻fi♄▬●ה  ꜟכꜙ☺◔☻

 

 

 

 

https://etech.iec.ch/issue/2021-04/using-standards-to-quantify-greenhouse-gas-emissions
https://etech.iec.ch/
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─ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌2050 ─fi☺◦ꜛfiꜝ♩ה ⌐ ↑√  

₈V. 2050◌כⱲfi♬ꜙכ♩ꜝꜟ⌐ ↑√ ─ ₉╩ ⁹ 

 

 ◄Ⱡꜟ◑כ ─  

 

Ẽ ⱪ꜡☿☻─◄Ⱡꜟ◑כ ⌂ ה ╩ 2015  

 

GHG  

 

¶ CDP ⁸♃כ♦ ⁸ ─ ≢♃כ♦ ╠╣╢ ─ ⅛╠ 2014

─ GHG ≢─ ╩ ⁹ 

¶ ♦Ᵽ▬☻ ≢│⁸ │⁸ ─ ⁸►▼Ɫכ ⁸ⱤⱠꜟ ⌐⅔↑╢

ⱴ◙כ●ꜝ☻ ⌐╟╢ ─ ⁸( ) ─ ≤∕─ /

⌐ ⅎ⁸ ◄Ⱡ ⌐ ≠ↄ◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

¶ ↕╠⌐⁸ ™ ⅛╠ ⌂ ╖≤⇔≡⁸ ꜝ▬fi─◄♇♅fi◓ ≢ ↕╣╢

GWP ─ ™ PFC⌂≥⌐≈™≡⁸∕─ ╩ ⇔≡⅝√⁹ ≢╙⁸ ⌂ ⅝

│№╢⅜⁸ ≢│ ─ ╖⌐▪♪Ᵽfi♥כ☺⅜№╢≤ ↕╣⁸ GHG

─ ≢│⁸∕─ ╡ ╖⅜ ⌐ ⅝ↄ ∆╢⁹ 

-  │⁸◄Ⱡꜟ◑כ ≢№╡⁸ ≈ ─ ◄Ⱡ ≤™℮ ≤

│⁸ ⅜ ⌂╢↓≤⌐ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

¶ ∕─ ⁸ ┘ ─ ─ ⌐≈™≡⁸∕╣╩ ∆╢ ⅎ ╙ ≢│⌂™⁹

╕√⁸ ה ─ │ ⇔ ─♃כ♦─ │ ⌐ ⇔ↄ⌂∫≡⅝≡™

╢⁹ ⁸ ⌐⅔↑╢◄Ⱡꜟ◑כ ⌐ ⇔≡⁸ ♃כ♦ ⅛╠─ ╩ ℮↓≤│

⌐ ≢№╢≤ ⅎ╢⁹ 
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⁸CDP─GHG ⌂≥ ⁸╠⅛♃כ♦ ה

≢  

 

⌐ ™√ ♃כ♦  

2014  
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VIII. 2050◌כⱲfi♬ꜙכ♩ꜝꜟ⌐ ↑√ ─  

♩ꜝfi☺◦ꜛfi ╩ ╗ 

 ⁸ ⁸ ☻ⱦכ◘ה ─ ⁸ ⁸ ┘  

 ⁸ ⁸ ☻ⱦכ◘ה ─ ⁸ ┼─  ⱴ♇ⱪ♪כ꜡─

 2022 ─  

 2023 ─  

2030⌐ ↑√  

─ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌2050 ─fi☺◦ꜛfiꜝ♩ה ⌐ ↑√  

─☻ⱦכ◘ה  ⌐ ℮Ⱳ♩ꜟⱠ♇◒ ⁸ ⁸ ⌂≥  

 ∆╢ ─ ─ ─☻ⱦכ◘ה ─ ה ╩ ╗  

2030  

2030  

 

ה │⁸ ⌂ ≢─ ●☻ ─ ─ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⁸

⌐ ↑≡ ₈ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi fiכꜞ◓₉₈ ₉⌂≥⌐╙ ה ⇔⁸

╛ ⌐⅔™≡⁸ ⱪ꜡☺▼◒♩┼─ ⁸Ᵽꜞꜙכ▼♅כfi⌐⅔↑╢ ≤─◖fi♁כ◦

▪ⱶ ⌂≥≢ ⌂ ┼─ ╩ ∆╢ 

 

⌐ ↑√ ה ─GHG ה  

Ẽ ה ─ ⅜ ∆╢ ⌂ ⁸ ╖╩⁸ ─ ─ ≢  
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╕√⁸20235 ⌐│⁸ ─ ─ ≢№╢₈ й GHG ה ⌐ ∆╢

ⱴ♇Ⱨfi◓ ₉╩ ⇔√⁹ ≢│⁸ ה ─ ⅜╙≈ ⌂ ⁸ ╡ ╖

⌐≈™≡⁸ fiכꜞ◓₈ ₉ ╩ ╘≤⇔√ ─ ↕╣≡™╢ ⱦ☺ꜛfi╛⁸ה ≤⇔

≡─ ─≥ⱴ♇ⱪ♪כ꜡ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

│⁸ ⌐ ⇔√₈ ה  ⱦ☺ꜛfi ≤●▬♄fi☻ Ver1.0

20235 ₉─ ≤⇔≡ ≠↑≡™╢⁹ 

https://www.denki-denshi.jp/down_pdf.php?f=Appendix%E2%85%A2_Guidance_of_Long-

Term_Strategy_on_Climate_Change__Ver1.0_2023r.pdf 

 

 

ⱴ♇ⱪ♪כ꜡─  

Ẽ₈ 10 ⱴ♇ⱪ₉♪כ꜡  JEITA  

ה ╩ ℮ ╛ ╩ ⌐⁸ ╩ ╡ ↄ ╛ ─ ⁸ ─

⁸↕╠⌐ 20 ⌐ ↑≡ ↕╣╢ ⌐≈™≡ ⇔≡™╢ 

https://www.jeita.or.jp/japanese/pickup/category/2022/vol42-04.html 

 

Ẽ Lighting Vision 2030 JLMA 

SSL(Solid State Lighting)LED⁸ה EL⁸꜠כ◙כ⌂≥ ─ ה  

https://www.jlma.or.jp/about/vision/pdf/LV2030_webM2206.pdf 

 

Ẽ 2050 CN ┼─꜡כ♪ⱴ♇ⱪ JEMA  

─2050ה ≤ ─  

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/01.pdf 

ה  ⱴ♇ⱪ♪כ꜡─

 

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/02.pdf 

⁸ ≤  

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/03.pdf 

⁸  

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/04.pdf 

https://www.denki-denshi.jp/down_pdf.php?f=Appendix%E2%85%A2_Guidance_of_Long-Term_Strategy_on_Climate_Change__Ver1.0_2023r.pdf
https://www.denki-denshi.jp/down_pdf.php?f=Appendix%E2%85%A2_Guidance_of_Long-Term_Strategy_on_Climate_Change__Ver1.0_2023r.pdf
https://www.jeita.or.jp/japanese/pickup/category/2022/vol42-04.html
https://www.jlma.or.jp/about/vision/pdf/LV2030_webM2206.pdf
https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/01.pdf
https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/02.pdf
https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/03.pdf
https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/04.pdf
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◓ꜞ♇♪  

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/05.pdf 

ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌╢↑⅔⌐  

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/06.pdf 

 

 

 
 

ừ ≢ →╢↓≤⅜ ≢ ⌂ ⌐ ≢⅝╢ ─ ⌐ ↑≡ 

ⱨ▫ꜟⱶ Ɑ꜡Ⱪ☻◌▬♩ ─  

◄Ⱡꜟ◑כ 15.1%─ⱨ▫ꜟⱶ Ɑ꜡Ⱪ☻◌▬♩ ╩ ( )  

https://www.global.toshiba/jp/technology/corporate/rdc/rd/topics/21/2109-01.html 

*NEDO ◄Ⱡꜟ◑הכ ₈ ₉  

* ≢─ ( 16.6╩ )  

https://www.global.toshiba/jp/news/energy/2023/02/news-20230209-01.html 
 

 

 

 

 

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/05.pdf
https://www.jema-net.or.jp/Japanese/info/download/06.pdf
https://www.global.toshiba/jp/technology/corporate/rdc/rd/topics/21/2109-01.html
https://www.global.toshiba/jp/news/energy/2023/02/news-20230209-01.html
https://www.global.toshiba/jp/news/energy/2023/02/news-20230209-01.html
https://www.global.toshiba/jp/news/energy/2023/02/news-20230209-01.html
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ה ─ Ɽfiⱨ꜠♇♩ ⁸ ה  
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ה ─ Ɽfiⱨ꜠♇♩ ⁸ ה  
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IX.  

  

ᵑ ⌐⅔↑╢  

 

∆╢╙─⌐

₈ủ₉ 

  

ה ₈ ⱦ☺ꜛfi₉ ─   ủ 

₈ ה  ⱦ☺ꜛfi ≤●▬♄fi

☻₉─  
ủ ủ 

/ ─ ⁸ ◄Ⱡ  ủ  

Ḳ ṕ

Ṗ 
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─ ⱳכ♃ꜟ◘▬♩   

ủ ה ─  

https://www.denki-denshi.jp/ 

https://www.denki-denshi.jp/en/ 

ủ ủ 

 

⌂ ─  

CN⌐ ה ─ ╛ ─ ╩ ≤⇔√ ╩ ⇔≡™╢⁹►▼

ⱦ♫כ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ⅜ ⇔⁸ ⅜ ≢⅝≡™╢⁹ 

 

ᵒ ⌐⅔↑╢  

 

∆╢╙─⌐

₈ủ₉ 

 ↑ 

─ⱱכⱶⱭכ☺╛ ⌐⅔™≡⁸ ⁸ ⌐

⇔≡™╢⁹ ─ ≢│⁸ⱱכⱶⱭכ☺╛ ◘▬♩

⌐⁸ ה ─ⱳכ♃ꜟ◘▬♩─Ᵽ♫כ╛ꜞ

fi◒╩ ⁹ 

ủ ủ 

─ⱱכⱶⱭ⁸≡™⅔⌐☺כ ─

╛ ◄Ⱡ ╩ ∆╢Ɑכ☺╩ ⇔⁸ ─

⌂ ╡ ╖ ┼─▪◒☿☻╩  

ủ ủ 

   

 

ᵓ ⌂ ה ┼─  

₈ ה ─ ⌂ ⌐ ╢ ₉─≤╡╕≤╘ 2014 4 ⌐⅔™≡⁸

─ ⅜ ⌂ ≤⇔≡ ↕╣⁸ ╡ →╠╣√⁹∕╣╠─ │⁸2014 9

2 ─₈ ⌐ ∆╢ ◦fiⱳ☺►ⱶ₉─ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi─ ≢⁸ ⌐

↕╣≡™╢⁹ 

 

 

  

https://www.denki-denshi.jp/
https://www.denki-denshi.jp/en/
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⌂ ─  

─♩▬◘ꜟ♃כⱳ ה Ɑ⁸╛☺כ ה ₈ ⱦ☺ꜛfi₉ ─

╩ ∂≡⁸ ─ ╡ ╖╩ ⁹ 

 

 ─  

ᵑ ה ה♃כ♦╢↑⅔⌐ ⌐ ∆╢ ─  

 

  

Ẽ ─   

ẽ   

ẽ ⌐ ⁸  

   ⁸ ⌐  

ẽ  

ẽ ♦כ♃─  

ẽ ─  

ẽ ∕─  
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XI. ∕─  

 CO2 ─ ●☻ ┼─ ╖ 

ה ה ₈ ⱦ☺ꜛfi₉ ≢│⁸CO2╩ ╗ GHG ⌐≈™≡

─ ╩ →⁸ ╖╩ ⇔≡™ↄ↓≤≤⇔≡™╢⁹ 

 

ⱦ☺ꜛfi│⁸ ה ─₈╘↨∆ ₉╕√₈ ╗═⅝ ∆╢ ₉≤⇔

≡⁸↕╠⌐ ─ ⅜ ─ ╩ ∆╢ ─₈ ╖∟⇔╢═ ₉≤⇔≡ ∆╢⁹ 

 

 

 

 

 

  

ה ─Ᵽꜞꜙכ▼♅כfi ⌐⅔↑╢ GHG ꜟⱣכ꜡◓⁸╩ ≢

─ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⌐2050 ╩╘↨∆⁹ 

⌐│⁸ ─ ╖╩ ⇔≡™ↄ⁹ 

ᵑ Scope1+2⌐≈™≡⁸ ◄Ⱡ ⅔╟┘ ◄Ⱡ ⌐╟∫≡⁸ ╩ ∆╢ 

ᵒ Scope3⌐≈™≡⁸Ᵽꜞꜙכ▼♅כfi⌐⅔↑╢☻♥כ◒ⱱꜟ♄כ≤─ / ≤

fi⌐╟╡⁸ꜛ◦כⱡⱬ▬ה ⌂ ╡ ─ ⌐ ╘╢ 

ᵓ ╩ ╘√ ₁⌂ ╩ ™≡⁸ ∫√ ─ ⌐ ╘╢ 

ᵔ ⌐ ⅎ⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ⌐ ⅝ↄ ∆╢ 
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XII. ─ ⌐⅔↑╢ⱨ▼כ☼и─  

 

ₒ  x

ⱨ▼כ☼и 2030  

2014 12 ⁹2020 1 ⇔ ⁸2021 12 ⌐2020 ⌐ ≠⅝ ╩  

 
₈2030 ⌐ ↑≡⁸◄Ⱡꜟ◑כ   1 ₉─ ⌐ ╡ ╗⁹ 

β ─ 2020 ≢2030 ⌐9.56  

 

ₒ ─  x

2012 ≢2030 ⌐16.55  

20201       n    2030 ⌐33.33 2020 ⌐≡  

202112 2020 ≢2030 ⌐9.56  

 

ₒ∕─  x

ⱨ▼כ☼и ⌐⅔™≡⁸ ⌐⅔↑╢CO2 ┼─ ♅ꜗ꜠fi☺ ╩  

ủ♅ꜗ꜠fi☺ ⌐⅔↑╢CO2 ┼─  

⌐ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⅜ ⅛℮ ≢⁸ ─ ≤⇔≡ ↑⁹ 

・ 2030─♅ꜗ꜠fi☺ 2013 ≢⁸46% ─ ⌐ ∆╢⁹ 

─  

ü ⅜◌כⱲfi♬ꜙכ♩ꜝꜟ⌐ ⅛℮ ≢⁸ ─ ה ─ ≤⇔≡ ↑╢⁹ ₁⌂

⌐╟╢ ⌐ ⅎ⁸ ─ ◄Ⱡה ⌂ ◄Ⱡ ─ ╡ ╖╩ ╘╢↓≤≢⁸2030⌐ ↑

≡ ─◄Ⱡꜟ◑כ CO2 ⌐ ⇔≡™ↄ⁹ 

 

 Ẽ ─ ╖ 

ü ₈ ─ ⌐ ∆╢ 3 1 ₉ GDP ☻כ◔ ╩  

 Ẽ ─  

ü ₈ 6 ◄Ⱡꜟ◑כ ₉⌐⅔↑╢ 6 ─ ┘⌐

─ ─  

 Ẽ ◄Ⱡ  

ü ◓ꜞכfi ╩ ⅎ╢♦☺♃ꜟ ─ ╩ ℮ fiכꜞ◓⁸ ─ ≤⇔≡⁸ ◄Ⱡ─

ה♩☻◖ ─ ≤⌂╢ ─ ╛ ─ ╩ ⇔∆╢ ╩

┼╙  

Ẽ ─ ⁸ ─ ⌐ ∂≡⁸ ⁸ ╛ ╡ ╖ ╙ ⇔⌂⅜╠♅ꜗ꜠fi☺ 

 

ₒ ⱨ◊꜡כ▪♇ⱪ ╩ ╕ⅎ√ ⇔ ─  x

ẽ ⱨ◊꜡כ▪♇ⱪ ╩ ╕ⅎ≡ ⇔╩ ⇔√ 

Ẽ ⇔╩ ⇔≡™⌂™ 

⇔╩ ⇔⌂⅛∫√  

・ ⱨ▼כ☼и ─ ⌐ ∫≡™⌂™√╘⁹ 

 

ₒ ─ ⇔─  x

ẽ ⌂ ⇔╩ ⇔≡™╢ ủủ ⁸ủủ  

Ẽ ⌐ ∂≡ ∆↓≤⌐⇔≡™╢ 

⇔⌐ √∫≡─  

・ ─ ⁸ ─ ╩┤╕ⅎ⁸ ⇔ ╩ ℮⁹ 
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 ─  

・ │⁸ ⅛╠ ♦Ᵽ▬☻⁸ ⅛╠ ⁸ ⌂ ה ─ ⅛╠ ╡⁸∕╣╠─

◄Ⱡꜟ◑כ ╛ │ ⅝ↄ ⌂╢⁹ 

・ ↓─╟℮⌂ ≢⁸ ◄Ⱡ ╩ ⌐ ה ⌐∕─◄Ⱡꜟ◑כ ≤ ─№╢

⌂ ≢ ∆╢√╘⌐⁸ ◄Ⱡ ≢╙ ™╠╣≡™╢₈◄Ⱡꜟ◑כ ₉╩

≤⇔√⁹ 

・  CO2 ─ ─ ╩ ⇔√⁹ 

 

  

ₒ ≤∆╢  x

─ ⌐⅔↑╢ 28 ה☻▬Ᵽ♦ה ⁸29

⁸30 ⁸⌂╠┘⌐ 271 ⁹↓╣⌐

∆╢ ⁸ ╩ ℮ ╩ ╗ ⌐ ╕╣╢ ─ ┘○ⱨ▫☻≤∆╢⁹ ⇔⁸○ⱨ▫

☻─ │⁸ ─ ⌐ ╕╣╢◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ≤⇔⁸∕╣ ⌐≈™≡│

─ ≤∆╢⁹ 

 

ₒ2030─ ─ ⇔ ┘  x

─ ≢│⌂™⅜⁸ ≢─ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡ ⌐ ∆╢⁹ 

<生産活動量の見通し＞ 

¶ 2020 ─ ─ ⇔ 2014 ─ │⁸ 2005 ≢ 43.8

[2005 8%⁸2012 19%]≤ ⇔≡™╢⁹  

¶ ⌂⅔⁸ ─ⱨ◊꜡כ▪♇ⱪ ⌐⅔↑╢ │⁸ ─ ⅛╠─ ╩ ⇔≡

1990 ≢ ⇔≡⅔╡⁸2020─ ⇔ ≤│  ⁹╢№≢♃כ♦╢⌂

 

＜設定根拠、資料の出所等＞ 

ừ ה ◄Ⱡꜟ◑כ ⇔─     

  GDP05 2012/2020 1.5% 

ừ ╩ ─  

2012/2020 ⅜0.6  

☻▬Ᵽ♦ה 2012/2020 2012 ╩ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ 

◄Ⱡꜟ◑כ ⌐╟╢ ⌐╟╡  

 

ₒ ─ ⌐ ⇔√ ─ ⌐ ∆╢ ₓ βCOϒ ─  

  

 

ẽ  

Ẽ  

  ─  

   ẽ ─ ●☻ ה ה ⌐⅔↑╢

─ ╩ ╕ⅎ⁸ ה ≤│ ⌂╢ ╩ ™√⁹

ủủkWh/kg-COϒ  

   ẽ ─ ủủ  ủủkWh/kg-COϒ  

   ẽ ∕─ ủủkWh/kg-COϒ  

─ ╩ ⇔√  
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∕─  

ẽ ◄Ⱡꜟ◑כ ủủ  

ẽ  

ẽ ─ ⌐  

ẽ ─ ủủ ◄Ⱡꜟ◑כ  

ẽ ∕─  

 

╩ ⇔√  

 
 
 

 

ₒ∕─  x

 

 ⁸ ─ ≤∕─  

ₒ ─  x

・ ⌂ ה ─ ≢⁸∕╣╠─ ◄Ⱡ ╩ ⌐ ה ⌐∕─◄Ⱡ◑כ

≤ ─№╢ ⌂ ≢ ∆╢√╘⌐⁸ ◄Ⱡ ≢╙ ™╠╣≡™╢₈◄Ⱡꜟ◑כ ₉

╩ ≤⇔√⁹ 

・  CO2 ─ ─ ╩ ⇔√⁹ 

 

ₒ ─ ─ ⁸2030 ⌐ ∆╢⌐ √╡ ╠ ™℮╢ ─ ≢№╢↓≤─

 x

 

＜選択肢＞ 

Ẽ 過去のトレンド等に関する定量評価（設備導入率の経年的推移等） 

□ 絶対量/原単位の推移等に関する見通しの説明 

Ẽ 政策目標への準拠（例：省エネ法1%の水準、省エネベンチマークの水準） 

Ẽ 国際的に最高水準であること 

□ BAUの設定方法の詳細説明 

□ その他 

 

2030 ⌐ ∆╢⌐ √╡最大限の水準であることの説明＞ 

・ ─ 19972012 ─ ⌂ ⌐╟╡⁸ ↄ ◄Ⱡ ╩ ↑≡ √↓≤⅛

╠⁸ ─ ⌂≥ ⌐ ╢ │ ₁ ⌐№╢⁹↓℮⇔√ ≢⁸

─ ≢│ 1 ─ ⌐ ╕∫√⁹ 

ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ ・ ≢│⁸ │ ─ ⅜ ⌐╦√╢↓≤⅛╠⁸ ◄Ⱡ ⌐

⇔√ ◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ⇔⁸ ≤⇔≡⁸∕─ ╩ ⱨ▼כ☼

з⅛╠ ∆╢◖Ⱶ♇♩ ≤⇔≡⁸PDCA╩ ⁹ⱨ▼כ☼з 2020 2012

7.73% │⁸ ╩ ╢ ╩ ⁹↓─ ⁸ ─ ╙ ⅜№╢↓≤╩ ╕ⅎ⁸

ⱨ▼כ☼и 2030 │⁸ ╘≡⁸2020 ─ ╩ √⌂ ≤⇔≡⁸ ⅛╠ ⌐

1% ⌐ ╡ ╗⁹ 
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ₒ ⌂ ה  x

 

Ẽ ⌂ ה ╩ ⇔√ 2015  

 

GHG  

 

¶ CDP ⁸♃כ♦ ⁸ ─ ≢♃כ♦ ╠╣╢ ─ ⅛╠2014─

GHG ≢─ ╩ ⁹ 

¶ ♦Ᵽ▬☻ ≢│⁸ │⁸ ─ ⁸►▼Ɫכ ⁸ⱤⱠꜟ ⌐⅔↑╢ⱴ◙כ●

ꜝ☻ ⌐╟╢ ─ ⁸( ) ─ ≤∕─ / ⌐ ⅎ⁸ ◄Ⱡ

⌐ ≠ↄ◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

¶ ↕╠⌐⁸ ™ ⅛╠ ⌂ ╖≤⇔≡⁸ ꜝ▬fi─◄♇♅fi◓ ≢ ↕╣╢GWP

─ ™ PFC⌂≥⌐≈™≡⁸∕─ ╩ ⇔≡⅝√⁹ ≢╙⁸ ⌂ ⅝│№╢⅜⁸

≢│ ─ ╖⌐▪♪Ᵽfi♥כ☺⅜№╢≤ ↕╣⁸ GHG ─ ≢│⁸∕─

╡ ╖⅜ ⌐ ⅝ↄ ∆╢⁹ 

-  │⁸◄Ⱡꜟ◑כ ≢№╡⁸ ≈ ─ ◄Ⱡ ≤™℮ ≤│⁸

⅜ ⌂╢↓≤⌐ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

¶ ∕─ ⁸ ┘ ─ ─ ⌐≈™≡⁸∕╣╩ ∆╢ ⅎ ╙ ≢│⌂™⁹╕√⁸

ה ─ │ ⇔ ─♃כ♦─ │ ⌐ ⇔ↄ⌂∫≡⅝≡™╢⁹ ⁸ ⌐

⅔↑╢◄Ⱡꜟ◑כ ⌐ ⇔≡⁸ ♃כ♦ ⅛╠─ ╩ ℮↓≤│ ⌐ ≢№╢≤ ⅎ

╢⁹ 

 

⁸CDP─GHG ⌂≥ ⁸╠⅛♃כ♦ ה ≢  

 

⌐ ™√ ♃כ♦ 2014  
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ₒ ╩ ⇔≡™╢ ⱬ☻♩ה▪ⱬ▬ꜝⱩꜟה♥◒ⱡ꜡☺כ ⁸ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻─ ⁸

 x

 

 
─ ⁸ 

BAT≢№╢↓≤─  

 

高効率機器導入 

(組立工場, 

半導体・デバイス工場) 

¶ Hf 照明、水銀灯照明 ҜLED 照明機器の採用 

（高効率照明導入/設備更新） 

¶ ファンのインバータ採用、高効率冷凍機の導入 

¶ 高効率ボイラーの設置（導入/設備更新） 

高効率変圧器の更新 

等の取組み 

＊項目全体の 

削減見込量 

2020 年度(断面) 

約 5.0 万 

2030 年度（断面） 

約 14.7 万 

生産のプロセス 

又は品質改善 

(組立工場, 

半導体・デバイス工場) 

¶ 回路線幅の微細化、ウェハー大口径化（次世代半導体 

/デバイス製造に伴う生産技術革新 

¶ （最新）製造装置の導入／更新 

¶ 革新的印刷技術による省エネ型電子デバイス 製造プロセ

ス開発 

等の取組み 

＊項目全体の 

削減見込量 

2020 年度(断面) 

約 6.0 万 

2030 年度（断面） 

約17.7万 

─ ┘ ⇔─  

推計協力：日本エネルギー経済研究所 

¶ 長期需給見通しシナリオに基づき、将来の生産活動量（実質生産額）を推計。 

¶ 同活動量に基づくBAU ケース、及び省エネ対策での原単位改善によるエネルギー消費量の差分（過去の省エ

ネ投資/省エネ量のストックを含む）を推計。 

¶ 上記に対して、同様に、過去の省エネ投資/省エネ量の相関関係を導出して2020 年度の省エネ対策による削

減見込量を推計。 

¶ 削減見込量（推計）は、2020年度及び2030年度の断面の値。 

 

 ≤∆╢ ⌐⅔↑╢◄Ⱡꜟ◑כ  

 

ₒ ה ה ─◄Ⱡꜟ◑כ  x

 

 

■生産プロセスの代表例とエネルギー消費（業界推定） 
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ה  

32 ◄Ⱡꜟ◑כ  ◄Ⱡꜟ◑הכ ◄Ⱡꜟ◑כ  ◄Ⱡꜟ◑כ 20214 8  

 

 

ₒ ≤ ─ COϒⱬכ☻  x

 

 85 

   15  

 

 


